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フロッピーディスクを取り出し、 
　　 を押してください。 

■フロッピーディスクをセットしたまま電源を入れると、
このようなメッセージが表示されることがあります。 

●これらの画面は、お使いの機種や状況により若干異なります。 

ハードディスクをチェック 
しています。 
■正しく電源を切らないと、次に起動したときにこの
ようなメッセージが表示されることがあります。 

DESKPOWER

BIBLO

省電力機能が働きました。 

■フラットポイントに触れてください。それでも元に戻
らない場合は、SUS/RESスイッチを押してください。 

■マウスを動かしてみてください。 



よく起こりがちなトラブル画面を集めました。トラブル予防の予備知識にもなります。 
イザというときにあわてないように、見て覚えておきましょう。 

　　   と　　を押しながら、 
　　　を1回押してください。 
パソコンが再起動します。 

「閉じる」をクリックしてください。 
■このメッセージは、パソコンがアプリケーションに対
して出したものです。変な操作をしたからエラーが起
きたわけではありません。ただし使用中のアプリケー
ションは終了されてしまいます。 

■それでも解決できない 
　　　 P.14「Windows98を強制的に再起動する」 

　 P.26「Q CD-ROMを取り 
出したら青い画面になった」 
をご覧ください。 



パソコン内部に何らかのエラーが生じていると、画面に
エラーメッセージが表示されることがあります。 
エラーメッセージが表示された場合は、　　『使いこなす
本 ハード編』の「メッセージ一覧」をご覧ください。 

（プリシェ、Kシリーズを除くDESKPOWERのみ）ディス
プレイに何らかの問題があると、エラーメッセージが表
示されることがあります。ディスプレイの取扱説明書も
ご覧ください。 

BIOS  V3.1

XXXXXXX  KB  Memory Good

CPU Clock Mismatch

Press F2 key to enter Setup

FUJ63000-M12-98XXXX-R01-XX XX     EN

Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0
Copyright 1985–1998 Phoenix Technologies Ltd.
All Rights Reserved

Fujitsu NoteBook BIOS Version X.XX
Copyright FUJITSU LIMITED 19××–19××.

CPU = Pentium(R) precessor with MMX(R) technology XXX MHZ
0640K システムメモリ　テスト完了。
00XXM 拡張メモリ　テスト完了。
0512K メモリキャッシュ　テスト完了。
システムBIOSがシャドウメモリにコピーされました。
ビデオBIOSがシャドウメモリにコピーされました。 
マウスが初期化されました。 
ハードディスク0:XXXXXXX XXXXXXXX
ATAPI CD–ROM: XXXXXXXX

ERROR
0280:前回の起動が正常に完了しませんでした。－標準設定値が設定されました。 

〈F2〉キーを押すと、BIOSセットアップを起動します。 

エラーメッセージ エラーメッセージ エラーメッセージ 



をクリックしてください。 

画面に　　　　がある場合 

をクリックしてください。 

画面の右上に　　がある場合 

キーボードの　　　を押してください。 

や　　　　がない場合 



「困った」、「こんなことはできないかな」と思ったときは 

画面で見る「パソコン情報ランド」には、たくさんのQ&Aなどの役立つ情報がいっぱいです。 画面で見る「パソコン情報ランド」には、たくさんのQ&Aなどの役立つ情報がいっぱいです。 

「パソコン情報ランド」の「解決！Ｑ＆Ａ」を始める 

  デスクトップの 
「パソコン情報ランド」 
  をクリックします。 

次の方法でも始められます。 
●「スタート」ボタンをクリックし、 
 「パソコン情報ランド」をクリック  
  します。 
●「スタート」ボタンをクリックし、 
 「プログラム」にマウスポインタを 
　合わせ、「パソコン情報ランド」を 
　クリックします。 

をクリックすると、「パソコン
情報ランド」が終わります。 

をクリックすると、「パソコ
ン情報ランド」のトップメニュー（テ
ーマパークの画面）に戻ります。 

  「解決！Ｑ＆Ａ」を 
　クリックします。 



パソコン情報ランド 

　　の下にはまだジャ
ンル分けがある。 
    になり、Qが表示され
るまでジャンルを選んで
クリックするんじゃぞ。 

横が切れて見えない部分も、マウスポ
インタを合わせると表示されるにゃー。 

Ｑ＆Ａの探しかた①ジャンルから探す 

知りたいことに関する 
ジャンルをクリックします。 

知りたいQをクリックします。 

黄色いときクリックすると、一つ前の表示に戻ります。 

黄色いときクリックすると、次の表示に進みます。 

表示しきれず見えない部分は、 
　か　をクリックして表示するん
じゃ。 

さらにクリックす
ると、別のＱ＆Ａ
も見られるぞ。 

Ｑ＆Ａが表示されます。 



Ｑ＆Ａの探しかた②キーワードで探す 

  「キーワード」タブをクリックします。 

  知りたいことに関する言葉 
（キーワード）を入力します。 

 知りたいQをクリックします。 

Ｑ＆Ａが表示されます。 

「★FM WORLDで検索する（インターネットに接
続します）」をクリックすると、インターネットに接
続され、富士通パソコン情報ページ「FM WORLD」
の「Q&A事例」にジャンプします。（インターネット
に接続できる方のみお使いになれます。） 

文字を確定すると同時に
関連するQの一覧が表示
されるにゃ。 

知りたいことが検索できなかった場合 知りたいことが検索できなかった場合 



パソコン情報ランド 

「パソコン情報ランド」の便利な使いかた 
他のアプリケーションの操作中に使う 

他のアプリケーションの操作中に 
「パソコン情報ランド」を始めます。 

「印刷」をクリックします。 

「パソコン情報ランド」を終わる 

その1

Ｑ＆Ａを印刷する（プリンタを接続している方のみ） その2

「パソコン情報ランド」ウィンドウのタイト
ルバー（通常は青い部分）をドラッグして端
に寄せ、両方のウィンドウが見えるように
するか、タイトルバーを交互にクリックし
てウィンドウを切り替えながら操作します。 

印刷を確認するウィンドウで
「OK」をクリックします。 

どちらかのウィンドウが隠れて見え
ないときは、タスクバーのボタンをク
リックしてウィンドウを切り替えます。 

いずれかをクリックします。 

ア
プ
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を
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「パソコン情報ランド」にはこんな情報もある 

●「パソコン情報ランド」の動作環境 
　Windows98のセットアップ直後の状態であれば、その
ままお使いいただけます。 

　発色数：High Color（16ビット）以上 
　解像度：800×600ドット以上 
　Internet Explorer 5.0 
●表記されている内容は一例です。お使いの機種やモデル
によって、内容が若干異なる場合があります。 

●マウスまたはフラットポイントで操作してください。 
　キーボードは「解決！Ｑ＆Ａ」の「キーワード」で言葉を入
力するときのみお使いください。 

マニュアルやパソコン情報誌などでよく目にする用語を説明しています。どんど
ん活用してパソコン博士になりましょう。 

やりたいこと、知りたいことに関する言葉（キーワード）をクリックすると、その情
報がどのマニュアルに書いてあるのかわかります（お使いの機種やモデルによっ
ては、該当しない項目があります。ご了承願います）。 

「パソコン情報ランド」には「解決！Ｑ＆Ａ」のほかにもたくさんの情報が詰まっています。 

☆ マニュアル検索 

☆ トラブル解決のヒント 
パソコンを使っていくうえで、よく起こるトラブルに対する基本的な心構え、トラ
ブルが起こらないための予防策などをまとめてあります。 
いざというとき慌てないために、ぜひ読んでおきましょう。 

☆ パソコン用語集 

「パソコン情報ランド」ご使用上の注意 「パソコン情報ランド」ご使用上の注意 

これは使わなきゃ 
損だニャ。 



パソコン情報ランド 

画面上で、解決の糸口となるヘルプ情報を見つけましょう。 画面上で、解決の糸口となるヘルプ情報を見つけましょう。 

Windows98のヘルプの使いかたは次のとおりです。 

1.手順　 で「検索」タブをクリックします。 
2.キーワードを入力し、「検索開始」をクリックします。 
3.表示されたトピックから、目的の項目をクリックします。 
4.「表示」をクリックすると、右側のウィンドウにヘルプ 
　情報が表示されます。 

「スタート」ボタンをクリックし、 
「ヘルプ」をクリックします。 

「目次」タブの「トラブルシューティング」を 
  クリックし、 
「Windows98のトラブルシューティング」を 
  クリックします。 

表示された一覧から、目的 
の項目をクリックすると、 
右側のウィンドウにヘルプ 
情報が表示されます。 

「キーワード検索」もできます 「キーワード検索」もできます 



ガーン！ 今までのファイルが… 
「トラブルは、忘れたころにやってくる」 
…日ごろから、こまめにファイルを保存
しながら作業しましょう。 

コーヒーでも入れて落ち着きましょう。 
…自分でも気づかないうちに、何か操作
してしまったかもしれません。思い出し
てみましょう。 
…何かメッセージが表示されているとき
は、メモするのも忘れずに。 

パソコンは、多くのことができる反面、 
トラブルも多く発生するもの。 
「トラブルにそなえれば、憂いなし!?」 

パソコンにトラブルはつきもの!?

まずは落ち着いて 

ファイルはこまめに保存 

ここにはトラブルに対する基本的な心構えを集めました。 



何か動きがおかしいな、普段と違う気がする。 
…これくらいなら、再起動すれば直ってしまうか
もしれません。 

よく調べたら、後ろのケーブルが抜
けかかっていただけだった・・・ 
故障と思う前に、まずチェック！ 

これは確かマニュアルに書い
てあったな… 
と思い出せればしめたもの。
日ごろからマニュアルに目を
通しておきましょう。 

一度にたくさんインストールしたり増設
するのはトラブルの元。ひとつずつ追加し
ていけば、どれが原因かもつかみやすくな
ります。 

なーんだ、再起動したら直った!?

ケーブルは抜けていませんか？ 

あなたの味方 マニュアル達 

新規追加はひとつずつ 



「パソコン情報ランド」を使おう！

Windows98のヘルプを使おう

トラブル対策虎の巻

目　次

本書の表記について

1章はじめに ……………………………………………………… 1

解決までの
　　　道のり
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……………………………………… 2

パソコンをふりだしにもどす ………………………………………………………………… 4

～故障かな？と思ったら
よく起こりがちなトラブル画面を巻頭に集めました。

「さあ困った…」と思ったときの解決策を、

マンガ形式で説明しています。

パソコン画面では 
　もっと多くの 
　アドバイスを 
　　見ることが 
　　　できるぞ 

操作中にパソコンが動かなくなったとき、 
あわてて修理窓口に電話をしがちじゃ！ 
しかし実際は故障ではなかったり、自分で 
簡単に解決できるケースが多いのじゃよ。 
それでは、これから強力なサポート陣を 
　紹介しよう！ 

文字入力のしかたなども、 

このシートに載っておる。 

いつも手元に置いておく 

　のがコツじゃ！ 

細かいことじゃが、 

案外読んでおくとタメに 

なるのが　『お使いになる 
うえでの注意事項』じゃ！ 

FMV診断でパソコンに異常がないか 

診断してみよう。 

FMV診断は簡単に始められるのじゃ。 

　　　　　（詳しくはP.122） 

●どうもうまくいかない場合 

●ちょっといじりすぎたんで 

　元にもどしたい場合 

　 

　 

あと目を通しておくと良いものは…。 

●それぞれのアプリケーションに 

　添付のマニュアル 

●それぞれのアプリケーション 

　の中のヘルプなどじゃ。 

情報は多いにこしたことはない。 

まずはこれ。 
初歩的なケースは 
これで解決。 
その名は 
「お役立ちシート」！ 

あわてる 

でない！！ 

●お役立ちシートを見よう！ 

●お使いになるうえでの注意事項 

●FMV診断 

●ふりだしにもどす 

●サポート情報 

●留意・ヘルプ・ｅｔｃ． 

●本書を活用する ●画面のサポート情報 

 DESKPOWERだと、 
キーボードテンプレートにも 
　なるニャ～ 

ところでこの本のうまい使いかたを 
知っておるかな？ 

この本には、トラブル予防 
のノウハウもあるので 
ぜひ目を通しておくと良い。 
・困ったときの画面集 
・バックアップの話 
・トラブル対策虎の巻 

インターネットでは、もっと 
詳しい情報が公開されておる… 
次のアドレスを見るとよいぞ。 

http://www.fmworld.ne.jp/ 
      support/qa/index.html 
※インターネットに接続できる方はご覧になれます。 

ほ
か
に
も
… 

 

本パソコンを、 

購入時の状態に 

戻せるのじゃよ 

　　次ページ、 

「ふりだしにもどす」も 

　　見といてね。 

ここまできて、どうしても解決 

できない場合は、サポートセンター 

に電話してみましょう。 

 電話番号は間違えないでニャ。 

「ふりだしにもどす」 

以上、解決までの道のりじゃ！！ 

根気よくガンバルのじゃぞ！！ 

とは？ 次頁参照 

B3FH-A428-04

このた
びは、
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ただき
、誠に

ありが
とうご

ざいま
す。 
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なお、
本書で

は、本
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ンがご
購入時

の設定
である

ことを
前提に
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す。 

保存
版 

必ず
お読
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どちらも手軽にアドバイスを 
手に入れることができますよ！ 

●「パソコン情報ランド」 
　たくさんのQ&A 
　パソコン用語集など満載 

●「Windows98のヘルプ」 
　Windows98のことならここ！ 



2章トラブル解決Q&A …………………… 5

※インターネットに関するトラブルについては、『使いこなす本 イ

ンターネット編』をご覧ください。

トラブル解決
　フローチャート
「Windows98が起動しない」、「操作中に動か

なくなった」というときの確認点と対処方法

を、フローチャートで簡単に説明しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……………………………………… 6

　　   動かない 
Q電源が入らない 10

Q電源を入れたらエラーメッセージが表示されてWindows98が起動しない 12

Qオプション機器を取り付けたら動かなくなった 12

Q操作中に動かなくなった 13

Qマウスポインタが動かない 15

 

「Windows98が立ち上がらない！」、「あれ？動かなくなっちゃった・・・。」というときの確認点、対処方法を、 
フローチャートで簡単に説明しています。なお、これらのトラブルの対処方法は、Ｑ＆Ａ本文にもあります。 

状態表示LCDに　
が表示されない 

解決した 状態表示LCDに　 が表示
されたが、Windowsが起
動しない 

ディスプレイの電源ラン
プは点灯したが、
Windowsが起動しない 

ディスプレイの電源ラン
プが点灯しない 

解決した 

解決した 解決しない 

いいえ はい 

いいえ はい 

いいえ はい 

状態表示LCDに　が表示
されていますか？ 

・MAINスイッチがON（｜側）になっていますか？（NE3/43Eを除く） 
　→MAINスイッチを｜側にスライドして電源を入れてください。 
・ACアダプタが接続されていますか？ 
　　　『取扱説明書』をご覧になり、ACアダプタを正しく接続してください。 
・バッテリは正しく取り付けられていますか？ 
　→いったん本体の電源を切り、バッテリをしっかりと取り付けて充
　　電してください。 
　　詳しくは、 『使いこなす本　ハード編』をご覧ください。 

いったんパソコン本体、およびオプション
機器の電源を切って、オプション機器に添
付のマニュアル、　『使いこなす本 ハード
編』をご覧になり、接続、設定を確認して
ください。 

電源スイッチ、または 
SUS/RESスイッチを 
押してもWindows98 
が起動しない 

プリシェ、Kシリーズ 
を除くDESKPOWER

プリシェ、Kシリーズ 
を除くDESKPOWER

プリシェ、Kシリーズ 

プリシェ、Kシリーズ 

DESKPOWER

本体の電源ランプ 

点灯、点滅している 

オプション機器を取り 
付けましたか？ 

ディスプレイケーブル、ディスプレイの電源 
ケーブルは正しく接続されていますか？ 
　　『取扱説明書』をご覧になり、正しく接続してください。 

電源ランプは点灯したが、
Windowsが起動しない 

電源ランプが 
点灯しない 

解決した 

本体の電源ケーブル、またはACアダプタは正しく
接続されていますか？ 

ディスプレイの電源ランプは点灯していますか？ 
→点灯していない場合は、ディスプレイの電源が入っていません。
　ディスプレイの電源を入れてください。 

本書巻頭の「困ったときの
画面集」をご覧ください。 

「修理サービスについて」
（P.123）をご覧ください。 

エラーメッセージは表示されていますか？ 

「Q 画面に何も表示されない」
（P.18）をご覧ください。 

BIBLO

点灯していない 

「Windows98が起動しない！」、「あれ？動かなくなっちゃった・・・。」というときの確認点と対処方法を、フローチャート
で簡単に説明しています。なお、これらのトラブルの対処方法は、「第2章 トラブル解決Ｑ＆Ａ」にもあります。 

『取扱説明書』をご覧になり、正しく接続してください。 

※このフローチャートは、トラブル解決の参考としてお使いください。 



　　 画面（ディスプレイ）がおかしい 
Q画面が真っ暗になった 17

Q画面に何も表示されない 18

Q画面が乱れる（画像が揺れる、色がずれる、画像がちらつく） 20

Q画面にあった「FMV サービスチャンネル」が消えてしまった 24

Q CD-ROMを取り出したら青い画面になった 26

         　  BIBLOについて 
Q バッテリが充電されない 27

Q 状態表示LCDの や の点滅が止まらない 28

Q 状態表示LCDに  が常に点滅している 28

Q パソコンが熱い 28

 その他 
Q ワンタッチボタンからアプリケーションが起動できない 29

Q 「Windows98へようこそ」画面を表示させたい 29

※本書で目的のQが見つからなかったときは、画面マニュアル『パ

ソコン情報ランド』やWindows98のヘルプもご覧ください。

「パソコン情報ランドを使おう！」、「Windows98のヘルプを使おう」
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「リカバリCD-ROM」を使って

パソコンをご購入時の状態に戻す

方法について説明しています。

トラブル解決の最後の手段「パソコンをふりだしにもどす」の作業手順です。 
半日～１日かかる作業ですので、はじめに全体の流れを把握しましょう。 

準　備 作　業 最後に  
作業を始める前に準備しておくことを記述し 
ています。必ず事前に読んでから作業を始め 
てください。 

実際の作業手順を記述してい 
ます。マニュアルに沿って作業 
を進めてください。 

お客様が以前に使っていた 
パソコンの状態に近づけます。 

パ
ソ
コ
ン
が
ふ
り
だ
し
に
も
ど
る 

ファイルのバックアップ 
お客様が作成したファイルは、ご自身で
バックアップする必要があります。 
リカバリを実行すると、ご購入後に作成
されたファイル、設定などはすべて削除
されますので、注意してください。 
  
必要なものを用意する 
「リカバリCD-ROM」など作業に使用
するものは、はじめに準備または確認し
てください。 
 
注意事項の確認 
ふりだしにもどすときのパソコンの状態、
作業中のトラブルについて、原因と対処
方法をまとめて記載しています。 

リカバリ 
「リカバリCD-ROM」を実行し、
パソコンをご購入時の状態に復
元することをリカバリと言います。 
実行すると最初にパソコンのC
ドライブをフォーマット（初期化）
します。 
その後、一部のアプリケーション
を除き、自動でご購入時の状態
に戻ります。 
Windows98、およびInternet 
Explorer5.0のみを復元するこ
とはできません。 
※1 　ME3/505P,　　プリシェ,　　　

　　NE3/43E,　　MF3/500Xをお

使いの方は、そのままお進みください。 

アプリケーションの 
インストール 
「リカバリCD-ROM」では
復元されないアプリケーシ
ョンをインストールします。 
ご購入時に搭載されていた
ワープロのモデルによって、
インストールするアプリケー
ションが異なります。 
※2 このあと「ゼンリン電子地図

帳Z」をインストールしてく
ださい。 
　 プリシェをお使いの方は、
「一太郎Lite」もインストー
ルしてください。 
 

作業前にバックアップした
ファイルの戻しかた、パソ
コンの環境を設定する方法
などを紹介しています。 
お客様のパソコン環境を整
える参考にしてください。 
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（　 P.74） 

OASYSモデル 
（　 P.62） 
※2

Office 2000  
Personalモデル 
（　 P.48） 
※2

一太郎モデル 
（　 P.54） 
※2
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■本文中の記号について 

■画面例および入力例について 
・表記されている画面は一例です。お使いの機種やモデルによって、画面が若干異なる場
合があります。 

・お客様に入力していただく文字列（コマンドライン）などは、入力例の文字上にアミ■
をかけて表しています。 

・特に指定がない場合、英数字、記号は半角で入力します。また、大文字と小文字の区別は
ありません。 

・入力時に空白を入れる必要がある場合は、以下のように表しています。 
　dir  c: 
　この場合は、「dir」と入力したあと、　　　を１回押し、続けて「c:」と入力してください。 

本書の表記について 

お使いになるときに注意していただきたいことや、してはいけないことを記述 
しています。必ずお読みください。 
 

操作する前に確認していただきたいことを記述しています。 
必ずお読みください。 

FMV-DESKPOWERをお使いの方に読んでいただきたいことを記述していま 
す。特に記述がない場合は、プリシェを含みます。 

一太郎モデルをお使いの方に読んでいただきたいことを記述しています。 

OASYSモデルをお使いの方に読んでいただきたいことを記述しています。 

FMV-DESKPOWERプリシェをお使いの方に読んでいただきたいことを記述 
しています。 

FMV-BIBLOをお使いの方に読んでいただきたいことを記述しています。 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

手順が分かれる場合などに、次に進む箇所を示しています。 

参照先を記述しています。 

CD-ROMを表しています。 

フロッピーディスクを表しています。 

ご覧になっていただきたいマニュアルを記述しています。 

確 認 

アドバイス 

DESKPOWER

プリシェ 

BIBLO

Office 2000 Personalモデルをお使いの方に読んでいただきたいことを記述しています。 Office 2000 
Personalモデル 

OASYSモデル 

一太郎モデル 

 



■製品の呼びかたについて 
製品名称を次のように略して表記しています。 

製 品 名 称  本書での表記 

FMV-DESKPOWER DESKPOWER   

FMV-BIBLO BIBLO   

FMV-DESKPOWER Pliche プリシェ   

Microsoft® Windows® 98 operating system SECOND EDITION Windows98   

Microsoft® Word2000 for Windows® Word2000 

Microsoft® Excel2000 for Windows® Excel2000 

Microsoft® Outlook® 2000 for Windows® Outlook2000 

Microsoft/Shogakukan Bookshelf Basic Bookshelf Basic   

Microsoft® IME 2000 MS-IME2000 

Microsoft® Internet Explorer 5.00.2614.3500 Internet Explorer 

OAK V7.0 OAK   

Lotus 1-2-3 2000 1-2-3 2000   

VirusScan for Windows 95/98 VirusScan  

ゼンリン電子地図帳Z［zi:］Ⅱ for FUJITSU ゼンリン電子地図帳Z 

一太郎Lite2 with ATOK13  一太郎Lite2
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はじめに

ここでは、トラブル解決までの道のりについて説明しています。

解決までの道のり ...................................................................................2
パソコンをふりだしにもどす ................................................................4
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解決までの道のり

パソコン画面では 
　もっと多くの 
　アドバイスを 
　　見ることが 
　　　できるぞ 

操作中にパソコンが動かなくなったとき、 
あわてて修理窓口に電話をしがちじゃ！ 
しかし実際は故障ではなかったり、自分で 
簡単に解決できるケースが多いのじゃよ。 
それでは、これから強力なサポート陣を 
　紹介しよう！ 

文字入力のしかたなども、 

このシートに載っておる。 

いつも手元に置いておく 

　のがコツじゃ！ 

まずはこれ。 
初歩的なケースは 
これで解決。 
その名は 
「お役立ちシート」！ 

あわてる 

でない！！ 

●お役立ちシートを見よう！ 

●本書を活用する ●画面のサポート情報 

 DESKPOWERだと、 
キーボードテンプレートにも 
　なるニャ～ 

ところでこの本のうまい使いかたを 
知っておるかな？ 

この本には、トラブル予防 
のノウハウもあるので 
ぜひ目を通しておくと良い。 
・困ったときの画面集 
・バックアップの話 
・トラブル対策虎の巻 

インターネットでは、もっと 
詳しい情報が公開されておる… 
次のアドレスを見るとよいぞ。 

http://www.fmworld.ne.jp/ 
      support/qa/index.html 
※インターネットに接続できる方はご覧になれます。 

どちらも手軽にアドバイスを 
手に入れることができますよ！ 

●「パソコン情報ランド」 
　たくさんのQ&A 
　パソコン用語集など満載 

●「Windows98のヘルプ」 
　Windows98のことならここ！ 

※お使いの機種や状況により、記載された情報で解決できない場合があります。ご了承ください。
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はじめに

細かいことじゃが、 

案外読んでおくとタメに 

なるのが　『お使いになる 
うえでの注意事項』じゃ！ 

FMV診断でパソコンに異常がないか 

診断してみよう。 

FMV診断は簡単に始められるのじゃ。 

　　　　　（詳しくはP.134） 

●どうもうまくいかない場合 

●ちょっといじりすぎたんで 

　元にもどしたい場合 

　 

　 

あと目を通しておくと良いものは…。 

●それぞれのアプリケーションに 

　添付のマニュアル 

●それぞれのアプリケーション 

　の中のヘルプなどじゃ。 

情報は多いにこしたことはない。 

●お使いになるうえでの注意事項 

●FMV診断 

●ふりだしにもどす 

●サポート情報 

●留意・ヘルプ・ｅｔｃ． 
ほ
か
に
も
… 

 

本パソコンを、 

購入時の状態に 

戻せるのじゃよ 

　　次ページ、 

「ふりだしにもどす」も 

　　見といてね。 

ここまできて、どうしても解決 

できない場合は、サポートセンター 

に電話してみましょう。 

 電話番号は間違えないでニャ。 

「ふりだしにもどす」 

以上、解決までの道のりじゃ！！ 

根気よくガンバルのじゃぞ！！ 

とは？ 次頁参照 

B3FH-A428-04

この
たび
は、弊

社の
製品
をお
買い
求め
いた
だき
、誠に

あり
がと
うご
ざい
ます
。 

本書
では
、本製

品を
お使
いに
なる
うえ
で知
って
おい
てい
ただ
きた
いこ
と、参

考に
して
いた
だ

きた
いこ
とを
記載
して
いま
す。添

付の
マニ
ュア
ルと
共に
大切
に保
管し
てく
ださ
い。 

なお
、本書

では
、本パ

ソコ
ンが
ご購
入時
の設
定で
ある
こと
を前
提に
説明
して
いま
す。 

保存
版 

必ず
お読

みく
ださ

い 
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パソコンをふりだしにもどす

それでも解決できないときは、困ったときの最終手段！ 

「もう、なにをしても直らない…」という状況になったら、「リカバリ
CD-ROM」を使ってパソコンをご購入時の状態に戻すことができます。 
 
本書では「リカバリCD-ROM」を使ってパソコンをご購入時の状態に戻す
ことを「ふりだしにもどす」といいます。 
「リカバリCD-ROM」を使うと、一般的にWindowsの再インストールと
呼ばれる作業を、手順を減らして簡単に行うことができます。 

ふりだしにもどすということ 

●電源を入れてもWindows98が起動しない 
●Cドライブをフォーマットしてしまった 
●原因は分からないけれどパソコンが動かない 
●システムを入れ直したい 
 
　など上記以外の場合でもとにかくご購入時の状態に戻し
たい、というときに行います。ただし、いろいろと注意し
なければいけないことがありますので、ふりだしにもどす
ことが本当に必要かどうかよく考えてから行ってください。 
パソコンをふりだしにもどす方法についてくわしくは、「第
3章 パソコンをふりだしにもどす」（　　　P.31）をご覧
ください。 

こんなときに行います 
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トラブル解決Q&A

ここでは、本パソコンを使っていて、故障かなと思うようなトラブルが発
生した場合の対処方法を、Q＆A方式で説明しています。

動かない................................................................................................10
画面（ディスプレイ）がおかしい .....................................................17
BIBLOについて ..................................................................................27
その他....................................................................................................29

2
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状態表示LCDに　
が表示されない 

解決した 状態表示LCDに　 が表示
されたが、Windowsが起
動しない 

いいえ はい 

いいえ はい 

状態表示LCDに　が表示
されていますか？ 

・MAINスイッチがON（｜側）になっていますか？（NE3/43Eを除く） 
　→MAINスイッチを｜側にスライドして電源を入れてください。 
・ACアダプタが接続されていますか？ 
　　　『取扱説明書』をご覧になり、ACアダプタを正しく接続してください。 
・バッテリは正しく取り付けられていますか？ 
　→いったん本体の電源を切り、バッテリをしっかりと取り付けて充
　　電してください。 
　　詳しくは、 『使いこなす本　ハード編』をご覧ください。 

いったんパソコン本体、およびオプション
機器の電源を切って、オプション機器に添
付のマニュアル、　『使いこなす本 ハード
編』をご覧になり、接続、設定を確認して
ください。 

電源スイッチ、または 
SUS/RESスイッチを 
押してもWindows98 
が起動しない 

プリシェ、Kシリーズ 
を除くDESKPOWER

プリシェ、Kシリーズ 
を除くDESKPOWER

プリシェ、Kシリーズ 

プリシェ、Kシリーズ 

DESKPOWER

本体の電源ランプ 

点灯、点滅している 

オプション機器を取り 
付けましたか？ 

電源ランプは点灯したが、
Windowsが起動しない 

電源ランプが 
点灯しない 

解決した 

本体の電源ケーブル、またはACアダプタは正しく
接続されていますか？ 

BIBLO

点灯していない 

『取扱説明書』をご覧になり、正しく接続してください。 
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Q&A

「Windows98が立ち上がらない！」、「あれ？動かなくなっちゃった・・・。」というときの確認点、対処方法を、 
フローチャートで簡単に説明しています。なお、これらのトラブルの対処方法は、Ｑ＆Ａ本文にもあります。 

ディスプレイの電源ラン
プは点灯したが、
Windowsが起動しない 

ディスプレイの電源ラン
プが点灯しない 

解決した 

解決した 解決しない 

いいえ はい 

ディスプレイケーブル、ディスプレイの電源 
ケーブルは正しく接続されていますか？ 
　　『取扱説明書』をご覧になり、正しく接続してください。 

ディスプレイの電源ランプは点灯していますか？ 
→点灯していない場合は、ディスプレイの電源が入っていません。
　ディスプレイの電源を入れてください。 

本書巻頭の「困ったときの
画面集」をご覧ください。 

「修理サービスについて」
（P.135）をご覧ください。 

エラーメッセージは表示されていますか？ 

「Q 画面に何も表示されない」
（P.18）をご覧ください。 

「Windows98が起動しない！」、「あれ？動かなくなっちゃった・・・。」というときの確認点と対処方法を、フローチャート
で簡単に説明しています。なお、これらのトラブルの対処方法は、「第2章 トラブル解決Ｑ＆Ａ」にもあります。 

※このフローチャートは、トラブル解決の参考としてお使いください。 
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いいえ はい 

いいえ はい 

いいえ はい 

操作中に動かなくなったようだ… 

DESKPOWER

BIBLO
マウスポインタは動きますか？ 

キーボードからキー入力はできますか？ 

作業したいアプリケーションのウィ
ンドウはアクティブ（通常はタイト
ルバーが青色）になってますか？ 

マウスを接続している 

フラットポイントで操作している 
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Q&A

動かない 動いた 

動かない 動いた 

DESKPOWER

BIBLO

BIBLO

1　　 を押すか、または　　　 を押しながら　　 を押します 

2　　 を押して「Windowsの終了」を選び、　　　 を押します 

3　　 または　　 を押して「電源を切れる状態にする」を選び、 

　　　　 を押します 

次の手順で、一度電源を切ってください 

：電源スイッチを4秒以上押して、 
　Windows98を強制終了してください。 

マウスは正しく接続
されていますか？ 

『取扱説明書』をご覧
になり、マウスを正し
く接続してください。 

キーボードは正しく接続されていますか？ 

『取扱説明書』をご覧になり、キーボードを正しく接続し
てください。 

※このフローチャートは、トラブル解決の参考としてお使いください。 

入力したいアプリケーション
のウィンドウをクリックして
アクティブにしてください。 

：MAINスイッチを○側にスライドして、
　電源を切ってください。 
　NE3/43Eをお使いの場合は、本体背面
　のリセットスイッチを押してください。 

※電源を入れ直す際は、必ず約10秒待ってから電源
　を入れ直してください。 

※電源を入れ直す際は、必ず約10秒待ってから電源
　を入れ直してください。 

電源が 
切れない 

再起動 
できない 

 

DESKPOWER

 

　　　 と 　　 を押しながら　　　 を数回押し、 
 Windows98を再起動してください 
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動かない

電源が入らない

次の点を確認してください。
DESKPOWERとBIBLOで対処法が異なります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○DESKPOWERの場合

確認点 原因と対処

パソコン本体の電源ランプは点 電源ケーブルが正しく接続されているか
灯していますか？ 確認してください。

ディスプレイの電源ランプは点 次のケーブルが正しく接続されているか確認してくだ
灯していますか？ さい。
（プリシェ、Kシリーズを除く） ・ディスプレイ用電源ケーブル

・ディスプレイケーブル
確認しても点灯しない場合は、ディスプレイの電源ス
イッチを押して電源を入れてください。

接続については、『取扱説明書』の「接続する」をご覧ください。

以上の点を確認しても電源が入らない場合は、次のQもあわせてご覧ください。
P.18「Q 画面に何も表示されない」

それでも電源が入らない場合は、本パソコンが故障している可能性があります。
「修理サービスについて」（ P.135）をご覧になり、弊社パーソナルエコーセ
ンター、またはご購入元にご相談ください。
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動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

Q&A

○ ○ ○ ○ ○BIBLOの場合

確認点 原因と対処

ACアダプタは接続されていま 接続については、 『取扱説明書』の「接続する」をご
すか？ 覧ください。また、ご購入後、最初にお使いになると

きはACアダプタを接続してください。

電源のスイッチはONになって ●SUS/RESスイッチを押して電源を入れてください。
いますか？ ●MAINスイッチが｜側になっているか確認してくだ

さい。（NE3/43Eを除く）
MAINスイッチが○側になっている場合は、｜側へ
スライドして電源を入れてください。
MAINスイッチが｜側になっている場合は、SUS/
RESスイッチを押してください。

●バッテリをご使用の場合

確認点 原因と対処

バッテリはしっかり取り付けら MAINスイッチを○側にスライドし（NE3/43Eを除
れていますか？ く）、 『使いこなす本 ハード編』の「バッテリで使う」

をご覧になり、バッテリがしっかり取り付けられてい
るか確認してください。

バッテリは充電されていますか？ ACアダプタを接続して充電してください。バッテリ
を充電後、本パソコンを使わなかった場合でも、約1ヶ
月で自然放電してしまいます。

以上の点を確認しても電源が入らない場合は、次のQもあわせてご覧ください。
P.18「Q 画面に何も表示されない」

それでも電源が入らない場合は、本パソコンが故障している可能性があります。
「修理サービスについて」（ P.135）をご覧になり、弊社パーソナルエコーセ
ンター、またはご購入元にご相談ください。



12

電源を入れたらエラーメッセージが表示されて
Windows98が起動しない

本書巻頭の「困ったときの画面集」をご覧ください。それぞれのエラーメッ
セージの対処法が載っています。

また、マウスが正しく接続されていないと、エラーメッセージが表示される
場合があります（DESKPOWER）。この場合は、 を押し、「マウス、キー
ボードは正しく接続されていますか」（ P.15）をご覧になり、キーボー
ドでWindowsを終了した後、マウスを正しく接続してください。
拡張カードなどのオプション機器を増設されている方は、『使いこなす本
ハード編』の「BIOSが表示するメッセージ一覧」もあわせてご覧ください。
以上のことを確認してもWindows98が起動しない場合は、「第3章 パソコ
ンをふりだしにもどす」（ P.31）をご覧になり、本パソコンをご購入時
の状態に戻していただくか、「修理サービスについて」（ P.135）をご覧
になり、弊社パーソナルエコーセンター、またはご購入元にご相談ください。

オプション機器を取り付けたら動かなくなった

次の原因が考えられます。

●正しく接続されていない
いったん本パソコンとオプション機器の電源を切ったあと、オプション機器
が正しく取り付けられているか確認してください。

●正しく設定されていない
オプション機器に添付のマニュアルをご覧になり、オプション機器の設定な
どが正しくされているか確認してください。

●オプション機器がACPI機能に対応していない DESKPOWER

オプション機器に添付のマニュアル、および 『使いこなす本 ハード編』の
「オプション機器を活用しよう！」をご覧ください。
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動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

Q&A

操作中に動かなくなった

次の手順に従って、操作していたアプリケーションを強制終了してください。

直前の作業内容は保存されません

この手順でアプリケーションを強制終了した場合や、電源を切った場合は、直前の作業内容は保存され

ません。

○○○○○○○○○○アプリケーションを強制終了する

1 と を押しながら を1回押します。
「プログラムの強制終了」ウィンドウが表示されます。
アプリケーションによっては、ウィンドウが表示されるまで10秒～20秒かかることがあ
ります。20～30秒待ってもウィンドウが表示されないときは、「Windows98を強制的に
再起動する」に進んでください。

2 動かなくなったアプリケーションをクリックし、「終了」をクリックします。

例 
「パソコン情報ランド」を
操作中に動かなくなった
場合 
 
通常、動かなくなったアプ
リケーションには「応答な
し」と表示されます。 

（この画面は、状況により若干異なります）

3 終了を確認するメッセージが表示された場合は、「終了」をクリックします。
選んだアプリケーションが強制終了されます。アプリケーションによっては、強制終了に
20～30秒かかることがあります。

アプリケーションが強制終了できない場合は、Windows98を強制的に再起動しま
す。
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○○○○○○○○○○○Windows98を強制的に再起動する

1 と を押しながら を1回押します。

2 もう一度 と を押しながら を押します。
Windows98が再起動します。

3 手順2の操作を2～3回繰り返しても再起動ができない場合は、次の操作を行って
ください。

DESKPOWERをお使いの場合
→ 電源スイッチを4秒以上（電源ランプが消えるまで）押し続けて電源
を切ってください。そのあと、約10秒待ってから電源を入れ直してく
ださい。

BIBLOをお使いの場合（NE3/43Eを除く）
→ MAINスイッチを○側へスライドして電源を切り、約10秒待ってから
電源を入れ直してください。

NE3/43Eをお使いの場合
→ リセットスイッチを押して再起動してください。リセットスイッチに
ついて、詳しくは 『使いこなす本 ハード編』をご覧ください。

→ リセットスイッチを押してもWindows98が再起動しない、または電
源が切れない場合は、SUS/RESスイッチを4秒以上（状態表示LCD
の が消えるまで）押し続けて、電源を切ってください。そのあと、
約10秒ほど待ってから電源を入れ直してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

スキャンディスクが起動することがあります

アプリケーションを強制終了したあと、もしくは強制終了できずに電源を切ったあとは、次に

Windows98を起動したときに「スキャンディスク」（青い画面）が自動的に起動することがあります。

スキャンディスクは、Windows98やハードディスクの状態をチェックし、必要に応じて修復するツー

ルです。

スキャンディスクを実行した結果、エラーがない場合はそのままお使いください。エラーが表示された

ときは、メッセージに従って修復してください。ただし、修復してもトラブルが発生する場合がありま

す。その場合は、「修理サービスについて」（ P.135）をご覧になり、弊社パーソナルエコーセン

ター、またはご購入元にご相談ください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

Q&A

マウスポインタが動かない

次の点を確認してください。

●スクロールボタン（マウスの真ん中のボタン）を押していませんか DESKPOWER

クリックしてみてください。マウスポインタが表示される（動かせる）場合
があります。
知らずにスクロールボタンを押してしまった場合、マウスポインタが変わっ
てしまい、好きな方向に動かせないように見える場合があります。
スクロールボタンの使いかたについては、『使いこなす本 ハード編』の「ス
クロールボタンを使う」をご覧ください。

●アプリケーションの操作中でしたか
アプリケーションを強制終了し、本パソコンを再起動してください。

P.13「Q 操作中に動かなくなった」

●マウス、キーボードは正しく接続されていますか
マウス、キーボードの接続がゆるんでしまうと、マウスで操作できなくなり
ます。マウスが正しく接続されていない場合は、次の手順に従ってキーボー
ドでWindowsを終了し、本パソコンの電源を切ったあとにマウスを接続して
ください。
キーボードも使えない場合は、強制終了してください。

P.14「Windows98を強制的に再起動する」

1 を押すか、または を押しながら を押します。
「スタート」メニューが表示されます。

2 を押して「Windowsの終了」を選び、 を押します。
「Windowsの終了」ウィンドウが表示されます。

3 または を押して「電源を切れる状態にする」を選び、 を押します。
電源が切れます。

マウス、キーボードの接続方法については、次のマニュアルをご覧ください。
DESKPOWER 『取扱説明書』の「接続する」
BIBLO 『使いこなす本 ハード編』の「マウス／テンキーボードを接続

する」
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以上の点を確認してもマウスポインタが動かない場合は、「修理サービスについ
て」（ P.135）をご覧になり、弊社パーソナルエコーセンター、またはご購入
元にご相談ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

BIBLOにマウスを接続した場合

フラットポイントが使えなくなる場合があります。フラットポイントでマウスポインタが動かなくなっ

た場合は、マウスを取り外してください。

BIBLOでBIOSセットアップのパスワードを設定した場合

サスペンドから復帰（レジューム）したとき、フラットポイントやマウスは使えないことがあります。

BIOSセットアップで設定したパスワードを入力して を押してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Q&A

動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

画面（ディスプレイ）がおかしい

画面が真っ暗になった

本パソコンの省電力機能か、またはディスプレイの省電力機能が働いている
可能性があります。

省電力機能とは、パソコンの電源を入れた状態で一定時間使用しなかった場
合に、パソコン本体やディスプレイが消費する電力を自動的に減らして待機
する機能です。

●画面を再び表示させるには
DESKPOWERとBIBLOで省電力機能の解除の方法が異なります。

DESKPOWER マウスを動かし、数秒待ってください。

BIBLO
画面が再び表示されるまで、次の操作を順番に行って
ください。
●状態表示LCDに が点滅しているか確認してください
点滅している場合は、SUS/RESスイッチを押して
ください。 が点灯している場合は、フラットポイ
ントに触れてください。

●MAINスイッチが｜側になっているか確認してください
（NE3/43Eを除く）
MAINスイッチが○側になっている場合は、I側へス
ライドしてください。
それでも表示されない場合は、バッテリの残量が不
足している可能性があります。ACアダプタを接続
して、SUS/RESスイッチを押してください。
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画面に何も表示されない

次の点を確認してください。
DESKPOWERとBIBLOで対処法が異なります。

次の点を確認しても画面に何も表示されない場合は、「修理サービスについ
て」（ P.135）をご覧になり、弊社パーソナルエコーセンター、またはご
購入元にご相談ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○DESKPOWERの場合
電源ランプの状態により対処法が異なります。
電源ランプが消えている場合は、電源ケーブルやUSBケーブルが正しく接続され
ているか確認してください。
電源ランプが点灯している場合は、次の点を順番に確認してください。
パソコン本体とディスプレイの電源ランプがオレンジ色に点灯している場合は、
スタンバイ（省電力）機能が働いています。キーボードのスタンバイボタンを押
してスタンバイ（省電力）状態から復帰してください。

●ディスプレイケーブルが正しく接続されているか確認してください

●ディスプレイの明るさや濃淡を調整してください
調整方法については、ディスプレイの取扱説明書をご覧ください。プリシェ、Kシ
リーズをお使いの場合は、『使いこなす本 ハード編』の「各部の名称と働き」を
ご覧ください。

● と を押しながら を押して、本パソコンを再起動してください

●ディスプレイに異常はありませんか（プリシェ、Kシリーズ
を除く）
ディスプレイの取扱説明書をご覧ください。

●ディスプレイドライバをインストールしてください
ゲームソフトなどをインストールした際に、本パソコンに合わないディスプレイ
ドライバに置き換えられた可能性があります。 『使いこなす本 ハード編』の
「ディスプレイドライバをインストールする」をご覧になり、ディスプレイドライ
バをインストールし直してください。
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Q&A

動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

○ ○ ○ ○ ○BIBLOの場合
状態表示LCDの表示により対処法が異なります。

● が点灯

確認点 原因と対処

液晶ディスプレイの節電機能が フラットポイントに触れてください。
働いていませんか？

外部ディスプレイに表示する を押しながら を何度か押してください（ を
ように設定されていませんか？ 押しながら を押すたびに、外部ディスプレイ表示

と液晶ディスプレイ表示が切り替わります）。

パソコンの動作がおかしくあり と を押しながら を押して、本パソ
ませんか？ コンを再起動してください。

ディスプレイドライバの設定は ゲームソフトなどをインストールした際に、本パソコ
正しいですか？ ンに合わないドライバに置き換えられた可能性があり

ます。
『使いこなす本 ハード編』の「ディスプレイドライ
バをインストールする」をご覧になり、ディスプレイ
ドライバをインストールし直してください。

● が点滅

確認点 原因と対処

サスペンドしています SUS/RESスイッチを押してください。
（省電力機能が働いています）

● が消灯、または表示なし

確認点 原因と対処

電源が切れています ●SUS/RESスイッチを押してください。
●MAINスイッチが○側になっているときは、｜側へ
スライドしてください。（NE3/43Eを除く）
MAINスイッチが｜側になっているときは、SUS/
RESスイッチを押してください。

バッテリを取り付けていない、またはバッテリの残量が不足しているために電源
が入らない場合は、ACアダプタを接続してください。
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画面が乱れる（画像が揺れる、色がずれる、画像が
ちらつく）

考えられる次の原因を順番に確認してください。

●近くにテレビなどの強い磁気を発生するものがありませんか
強い磁気を発生するものは、ディスプレイやパソコン本体から離して置いて
ください。
高圧電線の近くにお住まいの場合、ディスプレイやパソコン本体の置き場所
を変えることによって、画面の乱れが直る場合もあります。

●ディスプレイのケーブルは正しく接続されていますか（プリ
シェ、Kシリーズを除くDESKPOWERのみ）

『取扱説明書』をご覧になり、ディスプレイケーブルを正しく接続してくだ
さい。

●ディスプレイの調整は正しいですか（プリシェ、Kシリーズ
を除くDESKPOWERのみ）
ディスプレイの取扱説明書をご覧になり、調整してください。

●解像度や発色数の設定が変わっていませんか
解像度が低くなっていたり、発色数が少なく設定されていたりすると、画面
が乱れたように感じることがあります。設定し直してください。

『使いこなす本 ハード編』「画面の解像度や発色数を変える」

●リフレッシュレートの設定方法
次の手順に従ってリフレッシュレートを設定し直すことができます。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「コントロー
ルパネル」をクリックします。
「コントロールパネル」が表示されます。

2 （画面）をクリックします。
「画面のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

3 「設定」タブをクリックし、「詳細」をクリックします。

4 「アダプタ」タブをクリックし、「リフレッシュレート」の右の をクリックして
リフレッシュレートの値を選択します。
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Q&A

動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

5 「OK」をクリックします。

6 「はい」をクリックします。
「画面のプロパティ」ウィンドウに戻ります。

7 「OK」をクリックします。
「画面のプロパティ」ウィンドウが閉じます。

8 「コントロールパネル」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックし
ます。
「コントロールパネル」ウィンドウが閉じます。

●違うディスプレイが選ばれていませんか
次の手順に従ってディスプレイの種類を確認し、必要に応じて変更してくだ
さい。

大切なデータを失わないために

次の操作を行うと、本パソコンは再起動される場合があります。次の操作を行う前に、作業中のデータ

は必ず保存しておいてください。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「コントロー
ルパネル」をクリックします。
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

2 （画面）をクリックします。

3 「設定」タブをクリックし、お使いのディスプレイのモデル名が表示されているか
確認します。

ディスプレイのモデル名 

（これ以降の画面は、機種により若干異なります）
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DESKPOWER（プリシェ、Kシリーズを除く）をお使いの場合は、ディスプレイ背面のラ
ベル、またはディスプレイの取扱説明書をご覧ください。
プリシェ、Kシリーズ、およびBIBLOをお使いの場合は、次の表をご覧ください。

機種名（品名） ご購入時に設定されているディスプレイのモデル名

NE3/500LR, NE3/500L, NE3/45LW, ラップトップ ディスプレイ パネル（1024×768）
NE3/45LR, NE3/45L, NE3/45LK,
MF3/500X

プリシェ , NE3/45, NE3/43E, MF3/45 ラップトップ ディスプレイ パネル（800×600）

K3/50, K3/50c Fujitsu FMV Embedded LCD-0275

違うモデル名が表示されている場合
→手順 4へ進みます。

お使いのディスプレイのモデル名が表示されている場合
→「OK」をクリックし、手順 14へ進みます。

4 「詳細」をクリックします。

5 「モニタ」タブをクリックし、「変更」をクリックします。

6 「デバイス ドライバの更新ウィザード」ウィンドウの「次へ」をクリックします。

7 「特定の場所にあるすべてのドライバの一覧を作成し、インストールするドライバ
を選択する」の左の をクリックして にし、「次へ」をクリックします。
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Q&A

動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

8 「すべてのハードウェアを表示」の左の をクリックして にします。

9 お使いのディスプレイの「製造元」と「モデル」をクリックして「次へ」をクリッ
クします。
お使いのディスプレイが一覧にない場合は、ディスプレイの取扱説明書をご覧になり、設定
を変更してください。
DESKPOWER（プリシェ、Kシリーズを除く）をお使いの場合は、ディスプレイ背面のラ
ベル、またはディスプレイの取扱説明書をご覧ください。
プリシェ、Kシリーズ、およびBIBLOをお使いの場合は、ご購入時の「製造元」は「標準
モニタの種類」を、「モデル」名は、P.22の表をご覧ください。

10 「次へ」をクリックします。
ディスプレイのドライバがインストールされます。

11 「完了」をクリックします。
ディスプレイのプロパティのウィンドウに戻ります。

12 「閉じる」をクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

メッセージが表示されたら

リフレッシュレートの調整を確認するメッセージが表示されることがあります。表示された場合には、

「OK」をクリックします。さらに、リフレッシュレートの設定の保存を確認するメッセージが表示され

ます。「はい」をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



24

13 「画面のプロパティ」ウィンドウの「OK」をクリックします。
本パソコンの再起動を確認するメッセージが表示された場合は、「はい」をクリックします。
本パソコンが再起動され、ディスプレイのモデル名が変更されます。

14 「コントロールパネル」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックし
ます。
「コントロールパネル」ウィンドウが閉じます。

●それでも解決しない
ゲームソフトなどをインストールした際に、本パソコンに合わないディスプレイ
ドライバに置き換えられた可能性があります。
『使いこなす本 ハード編』の「ディスプレイドライバをインストールする」を
ご覧になり、ディスプレイドライバをインストールし直してください。

以上のすべての項目を確認しても画面が乱れる場合は、ご購入元にご相談ください。

画面にあった「FMV サービスチャンネル」が消え
てしまった

「画面のプロパティ」ウィンドウを使って再び表示できます。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「コントロー
ルパネル」をクリックします。
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

2 （画面）をクリックします。

3 「Web」タブをクリックします。

（これ以降の画面は、機種により若干異なります）
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Q&A

動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

4 「Active DesktopをWebページとして表示」の左が になっているか確認し、
「インターネットサービス紹介」の左の をクリックして にします。

5 「OK」をクリックします。
「FMV サービスチャンネル」がデスクトップに表示されます。

6 「コントロールパネル」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックし
ます。
「コントロールパネル」ウィンドウが閉じます。
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CD-ROMを取り出したら青い画面になった

次の手順に従って操作してください。

1 使っていたCD-ROMをセットし直し、10秒ほど待ってから を押します。
元の画面に戻ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

二重に起動したときは

を押すと、CD-ROMを利用するアプリケーションが二重に起動して元に戻る場合があります。

この場合は、CD-ROMを利用するアプリケーションを順番に終了させてください。

元の画面に戻らない場合

を押しても元の画面に戻らない場合は、CD-ROMを取り出してWindows98を強制的に再起

動してください。この場合は、手順 2以降の操作は必要ありません。

P.14「Windows98を強制的に再起動する」
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 使っていたアプリケーションを終了します。作成中のファイルがある場合は、保存
して終了します。

3 使っていたCD-ROMを取り出します。

4 「スタート」ボタンをクリックし、「Windowsの終了」をクリックします。

5 「再起動する」をクリックし、「OK」をクリックします。
本パソコンが再起動されます。

上の手順で本パソコンを再起動できない場合は、Windows98を強制的に再起動し
てください。

P.14「Windows98を強制的に再起動する」
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Q&A

動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

BIBLOについて

バッテリが充電されない BIBLO

次の点を確認してください。

確認点 原因と対処

バッテリは正しく取り付けられ ●増設のバッテリを取り付けた場合
ていますか？ （MF3/500X, MF3/45のみ）
（バッテリをお使いの場合） 正しく取り付けられているか確認してください。

『使いこなす本 ハード編』の「ユニットを
交換する」
●内蔵バッテリパックを交換した場合
正しく取り付けられているか確認してください。

『使いこなす本 ハード編』の「内蔵バッテ
リパックを交換する」

ACアダプタは正しく接続され ●コンセントおよびパソコン本体に正しく接続し直し
ていますか？ てください

『使いこなす本 ハード編』の「ACアダプタ
を取り付ける」

パソコン本体が熱くなっていま ●SUS/RESスイッチを押して、作業を中断してください
せんか？ バッテリの温度が上昇すると、保護機能が働いて充
（状態表示LCDの が点滅） 電が休止されることがあります。

しばらくすると、自動的に充電が再開されます。中
断していた作業を再開するには、もう一度SUS/
RESスイッチを押してください。

パソコン本体が冷えていませんか？ ●パソコンを暖かいところに置いて、ACアダプタを
（状態表示LCDの が点滅） 接続し直してください

バッテリの温度が5℃以下になると、保護機能が働
いて充電が休止されることがあります。
しばらくすると、自動的に充電が再開されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

バッテリが90％以上残っているとき

バッテリが約90％以上残っているときは、充電を開始しない場合があります。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリについて詳しくは、『使いこなす本 ハード編』の「バッテリで使う」を
ご覧ください。
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状態表示LCDの や の点滅が止まらない
BIBLO

『使いこなす本 ハード編』の「バッテリで使う」をご覧ください。

状態表示LCDに が常に点滅している BIBLO

本パソコンにCD-ROMをセットしていないのに、状態表示LCDに （CD-
ROMドライブアクセス表示）が点滅しているのですが？

故障ではありません。これは、Windows98が本パソコンにCD-ROMが入っ
ているかどうか定期的に調べているためです。

パソコンが熱い BIBLO

テレビやビデオなどの家電製品と同じように、パソコンも長時間お使いにな
ると熱く感じられることがありますが、故障ではありません。
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Q&A

動かない

画面（ディスプレイ）
がおかしい

その他

BIBLOについて

その他

ワンタッチボタンからアプリケーションが起動でき
ない

FM便利ツールが起動していない（タスクバーに （FM便利ツール）が表示
されていない）と、ワンタッチボタンからアプリケーションを起動できませ
ん。「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」の順
にマウスポインタを合わせ、「4．はじめる」をクリックしてFM便利ツール
を起動してください。

また、各ボタンの設定が間違っている場合もアプリケーションを起動できま
せん。ワンタッチボタンの設定の変更方法については、『使いこなす本 ハー
ド編』の「ワンタッチボタンを使う」をご覧ください。

「Windows98へようこそ」画面を表示させたい

「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「アクセサリ」、「システム
ツール」の順にマウスポインタを合わせ、「Windowsへようこそ」をクリッ
クします。

「Windows98へようこそ」画面が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

再び表示されないようにするには

「Windows98へようこそ」画面の下にある「Windowsを起動するたびにこの画面を表示する」の左

の をクリックして にし、画面右上にある (閉じるボタン）をクリックします。

「Windows98へようこそ」画面が閉じ、次にWindows98を起動してもこの画面は表示されなくな

ります。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3
パソコンをふりだしにもどす

ここでは、パソコンをご購入時の状態に戻す方法について説明しています。
「ふりだしにもどす前に」を必ず読んでから作業を始めてください。

パソコンをふりだしにもどすまで ......................................................32
 1．ふりだしにもどす前に　～必ずお読みください～ ...................34
 2．「リカバリCD-ROM」の実行 .....................................................40
 3．「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと Office 2000 

Personalモデル .................49
 4．「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと 一太郎モデル .................55
 5．「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと OASYSモデル .................63
 6．その他のアプリケーションのインストール...............................73
 7．ライブラリをアップデートする..................................................86
 8．パソコンがふりだしにもどったあとは ......................................88
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準　備 作　業 
作業を始める前に準備しておくことを記述し 
ています。必ず事前に読んでから作業を始め 
てください。 

実際の作業手順を記述してい 
ます。マニュアルに沿って作業 
を進めてください。 

ファイルのバックアップ 
お客様が作成したファイルは、ご自身で
バックアップする必要があります。 
リカバリを実行すると、ご購入後に作成
されたファイル、設定などはすべて削除
されますので、注意してください。 
  
必要なものを用意する 
「リカバリCD-ROM」など作業に使用
するものは、はじめに準備または確認し
てください。 
 
注意事項の確認 
ふりだしにもどすときのパソコンの状態、
作業中のトラブルについて、原因と対処
方法をまとめて記載しています。 

リカバリ 
「リカバリCD-ROM」を実行し、
パソコンをご購入時の状態に復
元することをリカバリと言います。 
実行すると最初にパソコンのC
ドライブをフォーマット（初期化）
します。 
その後、一部のアプリケーション
を除き、自動でご購入時の状態
に戻ります。 
Windows98、およびInternet 
Explorer5.0のみを復元するこ
とはできません。 
※1 　ME3/505P,　　プリシェ,　　　

　　NE3/43E,　　MF3/500Xをお

使いの方は、そのままお進みください。 

フ
ァ
イ
ル
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

必
要
な
も
の
を
用
意
す
る 

注
意
事
項
の
確
認 

リ

カ

バ

リ

 

（　 P.34） （　 P.36） （　 P.38） （　 P.40） 

※1



3333

ふりだしにもどす

トラブル解決の最後の手段「パソコンをふりだしにもどす」の作業手順です。 
半日～１日かかる作業ですので、はじめに全体の流れを把握しましょう。 

最後に  
お客様が以前に使っていた 
パソコンの状態に近づけます。 

パ
ソ
コ
ン
が
ふ
り
だ
し
に
も
ど
る 

アプリケーションの 
インストール 
「リカバリCD-ROM」では
復元されないアプリケーシ
ョンをインストールします。 
ご購入時に搭載されていた
ワープロのモデルによって、
インストールするアプリケー
ションが異なります。 
※2 このあと「ゼンリン電子地図

帳Z」をインストールしてく
ださい。 
　 プリシェをお使いの方は、
「一太郎 Lite2」もインスト
ールしてください。 

作業前にバックアップした
ファイルの戻しかた、パソ
コンの環境を設定する方法
などを紹介しています。 
お客様のパソコン環境を整
える参考にしてください。 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
 

パ
ソ
コ
ン
が
ふ
り
だ
し
に 

　
　
　
も
ど
っ
た
あ
と
は 

（　 P.88） 

※2

ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト 

（　 P.86） 

OASYSモデル 
（　 P.63） 
※2

Office 2000  
Personalモデル 
（　 P.49） 
※2

一太郎モデル 
（　 P.55） 
※2
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1
ふりだしにもどす前に　～必ずお読みください～

ここに書かれていることを必ず確認し、準備してください。

○○○○○○○○○○○○○○ファイルをバックアップする
パソコンをふりだしにもどすと、ご購入後お客様が作成したファイル、追加したアプリ
ケーションなどがすべて消えてしまいます。お客様が作成したファイルは必ずご自身で
バックアップしてください。またバックアップしたファイルはパソコンをふりだしにもど
したあと、同じ保存場所に戻すようにします。そのために元のファイルの保存場所を、メ
モするなどして忘れないようにしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

バックアップとは

万一のときに備え、大切なファイルを失わないために、ファイルをコピーして控えを取ることです。

ハードディスクをフォーマットする前に、一時的にファイルを別の場所に保存することもバックアップ

といいます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ」を使ってバックアップする
 「FMかんたんバックアップ」を使うと、お客様が作成したファイルやメールデータなど
のバックアップとインターネットの設定などのバックアップが簡単にできます。
バックアップのしかたについて P.93「「FMかんたんバックアップ」でバックアップ
する」

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○コピーしてバックアップする
「FMかんたんバックアップ」でバックアップできないファイルを、保存先にコピーして
バックアップします。
ファイルのコピーについて 画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解決！Q&A」
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ふりだしにもどす

○○○○○○○○○○○○○○機種名の表記について
本章ではFMVシリーズの各機種を、次のアイコンを用いて表記しています。

機種名（品名）  アイコン 

FMV-DESKPOWER 

FMV-BIBLO 

機種名（品名）  アイコン 

FMV-DESKPOWER K3/50   

FMV-DESKPOWER K3/50c   

FMV-DESKPOWER C3/60L   

FMV-DESKPOWER C3/55L   

FMV-DESKPOWER C3/557   

FMV-DESKPOWER C3/50L   

FMV-DESKPOWER C3/505c  

FMV-DESKPOWER M3/557  
  

FMV-DESKPOWER ME3/507   

FMV-DESKPOWER ME3/505   

FMV-DESKPOWER ME3/505P   

FMV-DESKPOWER Pliche model 346

FMV-BIBLO NE3/500LR   

FMV-BIBLO NE3/500L 

FMV-BIBLO NE3/45LW 

FMV-BIBLO NE3/45LR 

FMV-BIBLO NE3/45L 

FMV-BIBLO NE3/45LK   

FMV-BIBLO NE3/45   

FMV-BIBLO NE3/43E 

FMV-BIBLO MF3/500X  

FMV-BIBLO MF3/45
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○○○○○○○○○○○○○○必要なものを用意する
次のCD-ROMやマニュアルが必要です。お使いのモデル名を確認し、●が付いている添
付品を準備してください。
用意するもの Office 2000 一太郎 OASYS

実際に使用するもの Personalモデル モデル モデル

 リカバリCD-ROM 1/2, 2/2 ● ● ●
Microsoft Office 2000 Personal　CD-ROMマニュアルセット

Microsoft Office 2000 Personal ● ― ―
Bookshelf Basic

一太郎10・花子10パック　CD-ROMマニュアルセット

一太郎10・花子10パック ― ● ―

 ・登録はがきのシート
OASYS CD-ROMマニュアルセット

OASYSプログラムディスク ― ― ●
OASYS V7.0アップデートパック

 1-2-3 2000 ― ● ●
 ゼンリン電子地図帳Z※ ● ● ●

※ MF3/500X, MF3/45をお使いの方は、「ゼンリン電子地図帳Z1/3, 2/3, 3/3」
（3枚組）を用意してください。

・ ME3/505P, NE3/43E, MF3/500Xをお使いの方は 「リカバリCD-
ROM1/2, 2/2」と 「ゼンリン電子地図帳Z」を用意してください。

・  プリシェをお使いの方は 「リカバリCD-ROM1/2, 2/2」と 「ゼンリン電子地図
帳Z」と 「一太郎Lite2」を用意してください。

○○○○○○○○○○○○○○ふりだしにもどす前の注意事項
ふりだしにもどす前に次の項目を確認してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○本体の接続状態について
パソコンをふりだしにもどすときは、ご購入時に添付されている機器以外は接続しないで
ください。作業が中止されたり、Windows98のセットアップなどでマニュアルに記載さ
れている手順と異なってしまう場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

BIBLOをお使いの方は BIBLO

必ずACアダプタを使用し、コンセントから電源を確保してください。

取り付けかた 『使いこなす本 ハード編』
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○本章の手順について
本章では、ご購入時の設定に戻す手順を説明しています。したがって、お客様ご自身で設
定を変更される場合、ご自身の責任において行ってください。
また、本文中、再起動などは最後にまとめて行うように記載しています。アプリケーショ
ンをインストールした後は、すぐにアプリケーションを使わず、一度パソコンを再起動し
てからお使いになることをお勧めします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○「リカバリCD-ROM」の動作環境について
「リカバリCD-ROM」を実行するには、リカバリするハードディスクドライブ（Cドライ
ブ）が次の条件を満たしている必要があります。なお、ご購入時は次の設定になっていま
す。

・FAT32に設定されている

・基本MS-DOS領域が作成されている

・容量が4.5GB以上である

・アクティブ（状態:A）な領域に設定されている
ハードディスクの領域を設定し直した場合など確認してください。

P.125「第7章 ハードディスクの領域を設定する」

○○○○○○○○ファイルのコピーについて
アプリケーションのインストールなどでファイルのコピー中は、他の操作はしないでくだ
さい。インストールが正常に終了しない場合があります。
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○○○○○○○○○○○○○○作業中の注意事項
ここではパソコンをふりだしにもどしている間に起こる場合があるトラブルをまとめてい
ます。

画面が真っ暗になった DESKPOWER

省電力機能が働いた可能性があります マウスを動かしてください。（クリックはしないでくださ

い）

BIBLO

フラットポイントに触れてください。それでも復帰しな

い場合は、SUS/RESスイッチを押してください。

CD-ROMのファイルが実行されない CD-ROMをセットするドライブ名を確認してください。

CD-ROMをセットするドライブ名が間違って入力され

ていると、CD-ROM のファイルが実行されません。

CD-ROMをセットするドライブ名は、ハードディスク

の領域を設定し直した場合など、お使いの状況により

異なります。なお、ご購入時のCD-ROMをセットする

ドライブ名は「E」です。

電源が切れない DESKPOWER

電源スイッチを4秒以上押してください。

BIBLO

NE3/43Eをお使いの方は、本体背面のリセットスイッ

チを1回押し、再起動後正しい手順で電源を切ってくだ

さい。

上記以外の機種の方は、MAINスイッチを○側にスライ

ドさせて電源を切ってください。

起動メニュー（Boot Menu）が表示されない Fujitsuのロゴ画面の下にメッセージが表示されている

間に を押してください。（NE3/43Eは を押して

ください。）

（NE3/43Eは ）を押すタイミングが合わない

と、Windows98 が起動してしまいます。手順 1

（ P.40）からやり直してください。

リカバリメニューが表示されない CD-ROMが間違っていないか確認してください。

確認後、再度 「リカバリCD-ROM1/2」をセットし

て、 と を押しながら を押し、パソコ

ンを再起動してください。その後、手順3（ P.40）

からやり直してください。
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リカバリが中断される オプション機器を取り付けたままにしていないか確認し

リカバリが中断された場合は、 てください。

右記をよく確認した後、「リカバリ パソコンの電源を切り、オプション機器はすべて取り

CD-ROMの実行」（ P.40）から 外してください。

やり直してください。 ハードディスクの領域を確認してください。

確認方法、設定の条件については、「第7章 ハードディ

スクの領域を設定する」（ P.125）をご覧くださ

い。

手順を確認してください。

手順を間違えた可能性があります。操作手順を間違え

ると中断される場合があります。

BIOSが初期化されない と を押しながら を押し、パソコンを再

BIOSでパスワードを設定している 起動させ、 を押してください。

場合は、BIOSの初期化はされません。 そのあとは、 『使いこなす本 ハード編』「ご購入時

の設定に戻す」をご覧になり、BIOSの設定をご購入

時の状態に戻してください。パソコンが再起動され

たら、Windows98のセットアップ（ P.44）へ

お進みください。
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2
「リカバリCD-ROM」の実行

「リカバリCD-ROM」を実行し、ハードディスクの中身を復元します。

○○○○○○○○○○○○○○「リカバリCD-ROM」を実行する
準備ができたら「リカバリCD-ROM」を実行します。作業が中断された場合など、操作
中困った時は「作業中の注意事項」（ P.38）をご覧ください。

1 パソコンの電源が入っている場合は、電源を切ります。

2 キーボードの （NE3/43Eをお使いの方は ）の位置を確認します。
パソコンの電源を入れたあと、すぐこのキーを押せるようにしてください。

3 パソコンの電源を入れ、Fujitsuのロゴ画面の下にメッセージが表示されている間
に、 （NE3/43Eをお使いの方は ）を押します。

ここに表示されます。 <TAB>：自己診断画面／<F2>：BIOSセットアップ／<F12>：起動メニュー 

（お使いの機種により異なります）

しばらくすると、起動メニュー（Boot  Menu）が表示されます。
NE3/43E をお使いの方は、自己診断画面が表示され、しばらくすると「起動時のメ
ニュー」が表示されます。

4 ● ● ●

「リカバリCD-ROM 1/2」をセットします。
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ふりだしにもどす

CD-ROMから起動するように設定します。

5 を押してCD-ROMを選択し、 を押します。
※下記の画面例は、お使いの機種により異なります。「CD-ROM」を選択してください。

Floppy 

LS/ZIP 

HDD 

CDROM 

LAN 

↑↓：Move　ENTER：Accept　ESC：Exit:

カーソルを合わせる 
（反転表示されます） 

==S e l e c t  a  B o o t  F i r s t  d e v i c e ==

起動メニュー 

 

カーソルを合わせる 
（反転表示されます） 

Boot Menu 

 
1. Floppy Disk 

2. Hard Disk 

3. CD-ROM

ESC：Abort　　　 　F2：Enter Setup

起動メニュー 

１．　フロッピーディスクドライブ 
２．　ハードディスクドライブ 
３．　ATAPI　CD-ROMドライブ 
 
　　＜ＢＩＯＳセットアップを起動＞ 

＋ 
カーソルを合わせる 
（文字の色が変わります） 

しばらくすると画面に「Windows98 リカバリメニュー」が表示されます。

6 （リカバリCD-ROMの実行）を押します。

  

　　　　　　　　　　　※※※Windows98リカバリメニュー※※※ 
 
リカバリCD-ROMを実行する前に... 
　※お客様が作成したファイルは、必要に応じてバックアップをとってください。 
　※詳しくは、添付のマニュアル「トラブル解決Q&A」をお読みください。 
 
１.リカバリCD-ROMの実行 
　→ハードディスクを初期化し、アプリケーションをご購入時の状態に戻します。 
　　（Cドライブの全内容が消えます。Dドライブの内容は消えません。） 
　　一部のアプリケーションは、リカバリCD-ROM実行後にインストールが必要です。 
 
２.領域の設定 
　→ハードディスクの領域を変更します。 
　　（ハードディスクの全内容が消えます。ある程度パソコンの知識が必要です。） 
 
３.終了 
　→リカバリメニューを終了します。 
 
番号を選択してください（１,２,３） 

「リカバリCD-ROM」についての説明が表示されます。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

情報を設定する画面が表示された場合

該当するモデル名左の番号の数字キーを押してください。

             　　　　　　　　※※※モデル選択メニュー※※※ 
 
1. 一太郎モデル 
 
2. Office 2000 Personalモデル 
 
3. OASYSモデル 
 
　ご使用のモデル名の番号を選択してください（1,2,3） 

モデル名左の番号の数字キー 
を押す 
例：一太郎モデルをお使い 
　　の場合　　を押します。 

（お使いの機種により異なります）

しばらくすると、「リカバリCD-ROM」についての説明が表示されます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 内容をよくお読みください。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
　　　　 処理を続行される前に、必ず以下をよくお読みください。 
　　　　 Page Up または Page Down キーを使ってページを移動できます。 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 
 1. 概要  
「リカバリCD-ROM」は、ハードディスクの内容を初期化し、ソフトウェアを 
ご購入時の状態に復元します。マニュアルをよくお読みになってご使用ください。 

 
2. ソフトウェアのご使用条件について 
 
「リカバリCD-ROM」には、本パソコンのご購入時にインストールされていた 
ソフトウェアが入っています。これらのソフトウェアをご使用いただくにあたって 
は、それぞれのソフトウェアに関する「使用条件」もしくは「使用許諾契約書」等
にご同意いただくことを条件とさせていただいております。「リカバリCD-RO

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
　　ソフトウェアのご使用条件にご同意いただけますか？ご同意いただけましたら 
　　［Ｙ］キーを押してください。ソフトウェアを復元します。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　［はい（Ｙ）］　［いいえ（Ｎ）］ 

ソフトウェアのご使用条件について

『取扱説明書』「ソフトウェアの使用条件」

ハードディスクをフォーマット（初期化）します。

8 ソフトウェアのご使用条件に同意していただいた場合は、 を押して「はい」に
カーソルを合わせ、 を押します。
自動でハードディスクのフォーマットが始まります。
フォーマットが完了するまでしばらくかかります。
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「リカバリCD-ROM」から、ファイルをコピーします。

9 を押します。

ＣＤ－ＲＯＭドライブに「リカバリCD-ROM 1/2」をセットし、 
しばらくしたら「Ｙ」キーを押してください． 
中断するなら  「Ｎ」キーを押してください． 
 

ファイルのコピーが始まります。
ファイルのコピーには、しばらく時間がかかります。
<File>C: ¥IO.SYS 
<File>C: ¥BOOTLOG.TXT 
<File>C: ¥COMMAND.COM 
<File>C: ¥AUTOEXEC.BAT 
<File>C: ¥CONFIG.SYS 
<File>C: ¥PIPOST.BAT 
<File>C: ¥PRECLEAN.EXE 
<File>C: ¥LOGO.SYS 
<Dir>C: ¥PISETUP

「リカバリCD-ROM2/2」をセットするメッセージが表示されます。

10 AAA
「リカバリCD-ROM2/2」をセットします。

11 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10秒ほど待ってから、 を1回押します。

ＣＤ－ＲＯＭドライブに「リカバリCD-ROM 2/2」をセットし、 
しばらくしたら「Ｙ」キーを押してください． 
中断するなら  「Ｎ」キーを押してください． 
 

ファイルのコピーが始まります。しばらくお待ちください。

BIOSの設定をご購入時の状態に戻します。

12 を押します。

正常にソフトウェアの復元作業が行われました。 
 
「Y」キーを押すと、BIOSの設定をご購入時の状態に戻したあと、 
自動で再起動します。 
引き続き、マニュアルの説明に従って、Windowsのセットアップを行ってください。 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

上の画面が表示されない場合

手順 1 1 で を 2 回以上押してしまった可能性があります。その場合、上の画面を通過して

Windows98のセットアップの画面が表示されてしまいますが、システム上特に問題はありません。

そのままWindows98のセットアップ（ P.44）へお進みください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

パソコンが再起動されます。

このあと、ご購入後初めて電源を入れたときのようにWindows98のセットアップが始ま
ります。
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○○○○○○○○○○○○○○Windows98のセットアップをする
Windows98のセットアップを行います。画面に表示されるメッセージに従って進んでく
ださい。ここでは、セットアップの手順を簡単に説明しています。
詳しい説明は、『取扱説明書』をご覧ください。

プリシェをお使いの方へ

パソコンがふりだしにもどるまでは、マウスを使って操作してください。パソコン本体に添付されてい

るペンは使わないでください。

1 Windows98を使うための設定をします。

・名前の入力

1「名前」を入力 
　（「ふりがな」は省略可） 
 

2「次へ」をクリック 

・ダイヤルのキャンセル

「スキップ」をクリック 
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1「はい」をクリック 

2「次へ」をクリック 

・「使用許諾契約書」への同意

1「使用許諾契約」の内容を確認 

3「次へ」をクリック 

2「同意する」をクリック 

・プロバイダ（@nifty）の紹介

「次へ」をクリック 
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・セットアップの完了

「完了」をクリック 

2 本体の設定をします。

・「日付と時刻のプロパティ」の確認

「閉じる」をクリック 

・「ダイヤルのプロパティ」の入力

3「OK」をクリック 

1市外局番を半角数字で入力 

2お使いの電話回線を選択 
　（　　　『取扱説明書』） 

パソコンが再起動されます。しばらくお待ちください。
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ふりだしにもどす

3 パソコンを使うための設定をします。

・（はじめよう！FMV）をクリック

「はじめよう!FMV」をクリック 

（お使いの機種により異なります）

「OK」をクリック 

「OK」をクリック 

パソコンが再起動されます。しばらくお待ちください。

4 「リカバリCD-ROM2/2」を取り出します。
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このあとは、「リカバリCD-ROM」では復元されないアプリケーションをインストールす
る必要があります。

ME3/505P,  プリシェ, NE3/43E, MF3/500Xをお使いの方は

 P.73

 6  「その他のアプリケーションのインストール」

上記以外の機種の方は、お使いのモデルに合わせ、「「リカバリCD-ROM」実行後に行う
こと」にお進みください。

このあとは

Office 2000 
Personalモデル   P.49

 3  「「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと」

一太郎モデル   P.55

 4  「「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと」

OASYSモデル   P.63

 5 　「「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと」
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ふりだしにもどす

3
「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと Office 2000 

Personalモデル 

次のアプリケーションは、「リカバリCD-ROM」から復元されません。
以下の表の順番で、ご自身でインストールしてください。

アプリケーション名 使用するCD-ROM

Office 2000 Personal
「Excel2000」、「Word2000」、「Outlook 「Microsoft Office 2000 Personal」
2000」、「MS-IME2000」をインストール
します。

Bookshelf Basic（マルチメディア統合辞典） 「Bookshelf Basic」

ゼンリン電子地図帳Z（地図） 「ゼンリン電子地図帳Z」

○○○○○○○○○○○○○○Office 2000 Personalのインストール
「Microsoft Office 2000 Personal」を用意してください。

1 「Microsoft Office 2000 Personal」をセットします。

2 「ユーザー名」、「所属」、「CDキー」を入力し、「次へ」をクリックします。

1確認 
　変更する場合のみ入力 

2変更する場合のみ入力 
 （省略可） 
 

3CD-ROMケース裏面の 
　CDキーの数字を入力 

4クリック 

「Microsoft Office 2000 使用許諾とサポート情報」ウィンドウが表示されます。
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3 「使用許諾契約書」の内容をよくお読みください。内容に同意していただいた場合
は「「使用許諾契約書」の条項に同意します」をクリックし、「次へ」をクリックし
ます。

1内容を確認 

2クリック 

3クリック 

4 「カスタマイズ」をクリックします。

インストール先が表示されます。

5 「次へ」をクリックします。
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ふりだしにもどす

6 「Microsoft Office」の左の をクリックし、「マイコンピュータからすべて実
行」をクリックします。

1クリック 

2クリック 

7 「完了」をクリックします。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「インストーラ情報」ウィンドウが表示されま
す。

8 「はい」をクリックします。
パソコンが再起動されます。
しばらくすると「今すぐMicrosoft IMEをインストールしますか？」というメッセージが表
示されます。

続いて、「MS-IME 2000」をインストールします。

9 「はい」をクリックします。
「Microsoft IME 2000へようこそ。」というメッセージが表示されます。

10 「次へ」をクリックします。



52

11 「使用許諾契約書」の内容をよくお読みください。内容に同意していただいた場合
は「「使用許諾契約書」に同意します」をクリックし、「次へ」をクリックします。

1内容を確認 

2クリック 

3クリック 

ユーザー情報を登録するウィンドウが表示されます。

12 「名前」、「組織」を確認し、「次へ」をクリックします。

1確認 
　変更する場合のみ入力 

2クリック 

13 「標準」をクリックし、「次へ」をクリックします。

1クリック 

2クリック 

「インストールしますか？」というメッセージが表示されます。
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ふりだしにもどす

14 「インストール」をクリックします。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「セットアップが完了しました。」というメッ
セージが表示されます。

15 「OK」をクリックします。
「設定変更を有効にするには、システムを再起動する必要があります。」というメッセージが
表示されます。

16 「はい」をクリックします。
パソコンが再起動されます。
しばらくすると「Microsoft IME 2000へのユーザー情報の登録」ウィンドウが表示されま
す。

17 「読み」と「名前」を確認し、「OK」をクリックします。

1確認 

2クリック 

18 「Microsoft IME 2000日本語入力システム」ウィンドウの右上にある （閉じ
るボタン）をクリックします。

19 「Microsoft Office 2000 Personal」を取り出します。

次に、「Bookshelf Basic」のインストールを行います。
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○○○○○○○○○○○○○○Bookshelf Basicのインストール
「Bookshelf Basic」を用意してください。

1 「Bookshelf Basic」をセットします。
「Microsoft/Shogakukan Bookshelf Basic Version 2.0のインストール」ウィンドウが表
示されます。

2 「次へ」をクリックします。

3 「インストール先フォルダの選択」ウィンドウが表示されたら、「次へ」をクリック
します。

4 「インストールする準備ができました！」と表示されたら、「次へ」をクリックしま
す。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「Bookshelf Basic」が起動されます。

5 「Microsoft/Shogakukan Bookshelf Basic Version 2.0」ウィンドウの右
上にある （閉じるボタン）をクリックします。

6 「Bookshelf Basic」を取り出します。

設定を有効にするため、パソコンを再起動します。

7 「スタート」ボタンをクリックし、「Windowsの終了」をクリックします。

8 「再起動する」をクリックし、「OK」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

このあとは

 P.73 6 　「その他のアプリケーションのインストール」
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ふりだしにもどす

4
「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと 一太郎モデル 

次のアプリケーションは、「リカバリCD-ROM」から復元されません。
以下の表の順番で、ご自身でインストールしてください。

アプリケーション名 使用するCD-ROM

一太郎10・花子10パック（ワープロ） 「一太郎10・花子10パック」

1-2-3 2000（表計算） 「1-2-3 2000」

ゼンリン電子地図帳Z（地図） 「ゼンリン電子地図帳Z」

○○○○○○○○○○○○○○一太郎10・花子10パックのインストール
「一太郎10・花子10パック」を用意してください。

1 「一太郎10・花子10パック」をセットします。

2 「一太郎10・花子10パックのセットアップ」をクリックします。

3 「セットアップ開始」をクリックします。
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4 「使用許諾契約の確認」の内容をよくお読みになり、「確認」をクリックします。
「一太郎10・花子10パックのセットアップ開始」ウィンドウが表示されます。

5 「次へ」をクリックします。

6 「使用者名」、「法人名」を確認し、「次へ」をクリックします。

1確認 
　変更する場合のみ入力 

2クリック 

7 「シリアルナンバー」と「UserID」を入力し、「次へ」をクリックします。

3クリック 

1「一太郎10・花子10パック」
の登録ハガキのシートに記載さ
れている番号を入力 

2登録ハガキを送ると返送される
ID番号を入力 
　まだユーザー登録をしていない
場合は、空欄のままにしてくだ
さい。 （　　　　　　　　　 ）

8 表示されている内容を確認し、「登録する」をクリックします。

このあとは、「一太郎10・花子10パック」の設定を行います。以降の手順では、ご購入
時と同じ状態になるように設定しています。
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ふりだしにもどす

9 「手動」をクリックし、「次へ」をクリックします。

1クリック 

2クリック 

「手動でのセットアップ」ウィンドウに、インストールの説明が表示されます。

10 「次へ」をクリックします。

11 「C:¥JUST」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリックします。

12 「三四郎」、「インターネットツール」、「JustNet一発接続」の左の をクリックし
て にし、「次へ」をクリックします。

2クリック 

1「三四郎」、「インター 
　ネットツール」、 
　「JustNet一発接続」を
　　 にする 
　（それ以外は　  のまま） 

13 プログラムを登録するグループが「JUSTSYSTEM アプリケーション」、
「JUSTSYSTEMインターネットツール」になっていることを確認し、「次へ」を
クリックします。

14 「Windows準拠型」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリックしま
す。

15 「ローマ字漢字入力(R漢)」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリッ
クします。
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16 「一太郎10の常駐」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリックしま
す。

17 「標準のフォルダ名にする」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリッ
クします。

18 「ファイルのコピーを開始します」というメッセージが表示されたら、「コピー開始」
をクリックします。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「インターネット接続方法の選択」ウィンドウ
が表示されます。

19 「はい」をクリックし、「OK」をクリックします。

1クリック 

2クリック 

「ユーザー登録のご案内」ウィンドウが表示されます。

20 「確認」をクリックします。

21 「再起動」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

22 「終了」をクリックします。
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ふりだしにもどす

23 「一太郎10・花子10パック」を取り出します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

ご購入時と同じ状態にするには

一太郎10・花子10パックをインストールすると、ご購入時とデスクトップの設定が変わります。同

じ状態にしたい場合は次の操作を行ってください。

・デスクトップのアイコンを削除する

次のショートカットアイコンを (ごみ箱)にドラッグして削除してください。

（JSユーザー登録）、 （花子10）、 （花子ﾌｫﾄﾚﾀｯﾁ2）

・タスクバーの「クイック起動」のショートカットアイコンを削除する

（一太郎10）、 （花子10）、 （花子ﾌｫﾄﾚﾀｯﾁ2）を「クイック起動」から削除してください。

クイック起動 

アイコンが隠れている場合は、ここをクリック 

　　　　  を1つずつ、 
ごみ箱へドラッグ 

・スタートアップからショートカットアイコンを削除する

（JSクイックサーチファイル自動更新）、 （JSクイックランチ）をスタートアップから削除

します。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「タスクバーと［ス

タート］メニュー」をクリックします。

「タスクバーのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

2 「［スタート］メニューの設定」タブをクリックします。

3 「削除」をクリックします。

「ショートカットやフォルダの削除」ウィンドウが表示されます。

4 スタートアップの左の をクリックします。

5 （JSクイックサーチファイル自動更新）をクリックし、「削除」をクリックします。

6 （JSクイックランチ）をクリックし、「削除」をクリックします。

7 「閉じる」をクリックします。

8 「タスクバーのプロパティ」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

次に、「1-2-3 2000」のインストールを行います。
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○○○○○○○○○○○○○○1-2-3 2000のインストール
「1-2-3 2000」を用意してください。

1 「1-2-3 2000」をセットします。

2 「インストール」をクリックします。

3 「通常インストール」をクリックします。

4 「ロータス ソフトウェア契約書」の内容をよくお読みください。内容に同意してい
ただいた場合は「同意する」をクリックします。

2クリック 

1内容を確認 

5 「ユーザー名」、「会社名」を確認し、「次へ」をクリックします。

1確認 
　変更する場合のみ入力 

2クリック 

「入力の確認」ウィンドウが表示されます。

6 「はい」をクリックします。
「ロータスメインフォルダの指定」ウィンドウが表示されます。
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ふりだしにもどす

7 「次へ」をクリックします。
「ロータスアプリケーションフォルダの指定」ウィンドウが表示されます。

8 「次へ」をクリックします。

9 「標準インストール」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリックしま
す。

1確認 
 

2クリック 

「プログラムフォルダの選択」ウィンドウが表示されます。

10 「次へ」をクリックします。
「ファイル転送の開始」ウィンドウが表示されます。

ファイルをハードディスクにコピーします。

11 「はい」をクリックします。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「インストールは正常に終了しました。」とい
うメッセージが表示されます。

12 「はい」をクリックします。
「その他の機能追加」ウィンドウが表示されます。

13 「終了」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

次に、「1-2-3 2000」に「7桁郵便番号対応機能」を追加します。
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○○○○○○○○○○○7桁郵便番号対応機能のインストール

1 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「ロータスアプリケーション」の
順にマウスポインタを合わせ、「1-2-3 2000」をクリックします。
「1-2-3へようこそ」ウィンドウが表示されます。

2 「キャンセル」をクリックします。

3 「ファイル」メニューの「アドイン」から「アドインの管理」をクリックします。
「アドイン管理」ウィンドウが表示されます。

4 「登録」をクリックします。
「アドインの登録」ウィンドウが表示されます。

5 「postal.12a」をクリックし、「開く」をクリックします。
「アドイン管理」ウィンドウに戻ります。

6 「C:¥lotus¥123¥addins¥postal.12a」をクリックして にし、「終了」をク
リックします。

7 メニューの中に「アクション」メニューが追加されていることを確認し、 （閉じ
るボタン）をクリックします。

2クリック 1ここを確認 

設定を有効にするため、パソコンを再起動します。

8 「スタート」ボタンをクリックし、「Windowsの終了」をクリックします。

9 「再起動する」をクリックし、「OK」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

10 「1-2-3 2000」を取り出します。

このあとは

 P.73 6 　「その他のアプリケーションのインストール」
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ふりだしにもどす

5
「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと OASYSモデル 

次のアプリケーションは、「リカバリCD-ROM」から復元されません。
以下の表の順番で、ご自身でインストールしてください。

アプリケーション名 使用するCD-ROM

OASYS（ワープロ） 「OASYSプログラムディスク」

「OASYS V7.0アップデートパック」

1-2-3 2000（表計算） 「1-2-3 2000」

ゼンリン電子地図帳Z（地図） 「ゼンリン電子地図帳Z」

○○○○○○○○○○○○○○OASYSのインストール
「OASYS プログラムディスク」を用意してください。

1 「OASYS プログラムディスク」をセットします。
「OASYS V7 セットアップ」ウィンドウが表示されます。

2 「次へ」をクリックします。

3 「名前」、「会社名」を確認し、「次へ」をクリックします。

1確認 
　変更する場合のみ入力 

2クリック 
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このあとは、「OASYS」の設定を行います。以降の手順では、ご購入時と同じ状態になる
ように設定しています。

4 「カスタムセットアップ」をクリックし、「次へ」をクリックします。

1クリック 

2クリック 

「OASYS V7カスタムセットアップ」ウィンドウが表示されます。

5 「次へ」をクリックします。

6 「Windows標準操作」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリックし
ます。
「セットアップフォルダの設定」ウィンドウが表示されます。

7 「次へ」をクリックします。
「キーボードタイプの選択」ウィンドウが表示されます。

8 「106/109日本語キーボード」が表示されていることを確認し、「次へ」をクリッ
クします。
「文字の入力モードの選択」ウィンドウが表示されます。
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ふりだしにもどす

9 「入力方式」が「ローマ字」、「文字の幅」が「全角」、「文字の種類」が「ひらがな」
に設定されていることを確認し、「次へ」をクリックします。
「書類作成の指定」ウィンドウが表示されます。

10 「書類を作成します」をクリックし、「次へ」をクリックします。

2クリック 

1クリック 

「書類フォルダの設定」ウィンドウが表示されます。

11 「次へ」をクリックします。

12 「フロッピィドライバを組み込む」をクリックし、「次へ」をクリックします。

2クリック 

1クリック 



66

13 「デスクトップに登録します」の左のみ になっていることを確認し、「次へ」をク
リックします。

1このようになっている 
　ことを確認 

2クリック 

「プログラムフォルダの選択」ウィンドウが表示されます。

14 「次へ」をクリックします。
「OAKの詳細設定」ウィンドウが表示されます。

このあとは、「OAK」の設定を行います。以降の手順では、ご購入時と同じ状態になるよ
うに設定しています。

15 「次へ」をクリックします。
「オプションフォントの詳細設定」ウィンドウが表示されます。

16 「次へ」をクリックします。
「OASYS CDViewの詳細設定」ウィンドウが表示されます。

17 「次へ」をクリックします。
「セットアップの確認」ウィンドウが表示されます。

18 「次へ」をクリックします。
「OASYS V7セットアップ」ウィンドウが表示され、ファイルのコピーが始まります。
しばらくすると「OASYS V7セットアップの完了」ウィンドウが表示されます。

19 「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」の左が になっていることを確認
し、「完了」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

20 デスクトップにある （OASYSビューア）のショートカットアイコンを （ごみ
箱）にドラッグします。

21 「OASYSプログラムディスク」を取り出します。
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ふりだしにもどす

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○OASYSのアップデート
OASYSプログラムのデータを追加インストールします。
「OASYS V7.0 アップデートパック」を用意してください。

1 「OASYS V7.0 アップデートパック」をセットします。

2 「スタート」ボタンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

3 「名前」に次のように入力します。

e:¥update.exe

4 「OK」をクリックします。
「OASYS：アップデートインストール」ウィンドウが表示されます。

5 すべての項目が になっていることを確認し、「開始」をクリックします。

2クリック 

1確認 

「アップデート処理を開始します」というメッセージが表示されます。

6 「はい」をクリックします。
ファイルのコピーが始まります。
アップデートが正しく終了すると、「アップデートした製品を有効とするためWindowsを再
起動してください」というメッセージが表示されます。

7 「OK」をクリックします。
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○ ○ ○ ○ ○ ○OAKのアップデート
OAK V7のアップデート修正をします。

OAK以外を標準の言語に設定します。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「コントロー
ルパネル」をクリックします。
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

2 （キーボード）をクリックします。
「キーボードのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

3 「言語」タブをクリックします。

4 「Microsoft IME 98」をクリックし、「既定値として設定」をクリックします。

5 「OK」をクリックします。

6 「コントロールパネル」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックし
ます。
設定を有効にするため、パソコンを再起動します。

7 「スタート」ボタンをクリックし、「Windowsの終了」をクリックします。

8 「再起動する」をクリックし、「OK」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

OAKのデータをアップデートします。

9 「スタート」ボタンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

10 「名前」に次のファイル名を入力します。
e:¥oak¥update.exe

11 「OK」をクリックします。
「OAK：アップデートインストール」ウィンドウが表示されます。
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ふりだしにもどす

12 「開始」をクリックします。

「アップデート処理を開始します」というメッセージが表示されます。

13 「はい」をクリックします。
「アップデートインストールが終了しました」というメッセージが表示されます。

14 「OK」をクリックします。

15 「OASYS V7.0 アップデートパック」を取り出します。

OAKを標準の言語に設定します。

16 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「コントロー
ルパネル」をクリックします。
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

17 （キーボード）をクリックします。
「キーボードのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

18 「言語」タブをクリックします。

19 「OAK V7.0」をクリックし、「既定値として設定」をクリックします。

20 「OK」をクリックします。

21 「コントロールパネル」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックしま
す。
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設定を有効にするため、パソコンを再起動します。

22 「スタート」ボタンをクリックし、「Windowsの終了」をクリックします。

23 「再起動する」をクリックし、「OK」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

○○○○○○○○○○OASYS ドライバのインストール
ワープロ専用機のフロッピーディスクを使用するためのドライバをインストールします。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「コントロー
ルパネル」をクリックします。
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

2 （ハードウェアの追加）をクリックします。
「新しいハードウェアの追加ウィザード」ウィンドウが表示されます。

3 「次へ」をクリックします。
プラグアンドプレイ機器を検索するウィンドウが表示されます。

4 「次へ」をクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「インストールするデバイスは一覧にありますか？」と表示された場合

「デバイスは一覧にない」をクリックし、「次へ」をクリックしてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 「いいえ」をクリックし、「次へ」をクリックします。

1クリック 

2クリック 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「次のプラグアンドプレイデバイスがインストールされました」と表示された場合

「ほかのデバイスもインストールする」をクリックし、「次へ」をクリックしてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



7171

ふりだしにもどす

6 をクリックし、「ハードウェアの種類」の一覧をスクロールし、「フロッピー
ディスクコントローラ」をクリックして、「次へ」をクリックします。

2クリック 

1「フロッピーディスクコントローラ」 
　が表示されるまで　  をクリック 

3クリック 

ハードウェアの製造元とモデルを設定するウィンドウが表示されます。

7 「ディスク使用」をクリックします。

8 「配布ファイルのコピー元」に次のように入力します。
c:¥program files¥oasysv7¥drivers

ここに入力 

9 「OK」をクリックします。

10 製造元に「ANTENNA HOUSE,INC.」、モデルに「ANTENNA HOUSE 3-mode
Floppy Extension Ver.1.03」がそれぞれ選択されていることを確認し、「次へ」
をクリックします。

1確認 

3クリック 

2確認 

「ハードウェアのインストールを正常に続行します。」というメッセージが表示されます。
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11 「完了」をクリックします。
「今すぐ再起動しますか？」というメッセージが表示されます。

12 「はい」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

13 「コントロールパネル」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックし
ます。

このあとは
 P.60「1-2-3 2000のインストール」



7373

ふりだしにもどす

6
その他のアプリケーションのインストール

ここは「「リカバリCD-ROM」実行後に行うこと」の続きになっています。

○○○○○○○○○○○○○○ゼンリン電子地図帳Zのインストール
「ゼンリン電子地図帳Z」は「リカバリCD-ROM」から復元されません。
ご自身で、インストールしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

目的のウィンドウが表示されない場合

インストール中、表示されるはずのウィンドウが前のウィンドウに隠れてしまい、表示されない場合が

あります。その場合、「電子地図帳ZⅡ セットアップ」ウィンドウを最小化し、 を押しながら

を押してウィンドウを切り替えて、目的のウィンドウを前面に表示させてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「ゼンリン電子地図帳Z」を用意してください。

1 「ゼンリン電子地図帳Z」をセットします。
「電子地図帳ZⅡセットアッププログラムへようこそ。」というメッセージが表示されます。

2 「次へ」をクリックします。

3 ご使用条件の内容をよくお読みください。内容に同意していただいた場合は、「は
い」をクリックします。

1内容を確認 

2クリック 
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4 「郵便番号」、「都道府県」、「住所」は入力せずに「次へ」をクリックします。

ここでは入力 
しません 

クリック 

インストール先が表示されます。

5 「次へ」をクリックします。

6 「次へ」をクリックします。

1このようになって 
　いることを確認 

2クリック 

プログラムフォルダを選択するウィンドウが表示されます。
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ふりだしにもどす

7 「次へ」をクリックします。
インストールの設定を確認するウィンドウが表示されます。

8 「次へ」をクリックします。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「電子地図帳ZⅡオンラインユーザ登録インス
トール」ウィンドウが表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「読み取り専用ファイルの検出」ウィンドウが表示された場合

「はい」をクリックし、ファイルを上書きしてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 「次へ」をクリックします。
インストールが始まり、しばらくすると「PRESブラウザ」ウィンドウが表示されます。

10 「あとで登録する」をクリックします。

11 「直ちにreadme.txtを参照します。」の左の をクリックして にし、「完了」を
クリックします。

1クリック 
　（　　にする） 

2クリック 

「セットアップを終了します。」というメッセージが表示されます。
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12 「はい、直ちにコンピュータを再起動します。」の左が になっていることを確認
し、「完了」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

13 「ゼンリン電子地図」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックしま
す。

14 「ゼンリン電子地図帳Z」を取り出します。

このあとは

 MF3/500X, MF3/45

 P.77「ゼンリン電子地図帳Zの仮想CD-ROMを作成する」

 プリシェ

 P.80「一太郎Lite2のインストール」

上記以外の機種

 P.86 7 　「ライブラリをアップデートする」
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ふりだしにもどす

○○○○○○○○○○○○○○ゼンリン電子地図帳Zの仮想CD-ROMを作成する（ のみ）
MF3/500X, MF3/45をお使いの方は、ご購入時の状態では、仮想CD‐ROMドライ

ブに「ゼンリン電子地図帳Z」がインストールされています。ご購入時と同じ状態にする
には、次の操作を行ってください。
「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK東日本」の仮想CD‐ROM（VCDファ
イル）を作成します。
「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK東日本」を用意してください。

1 「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK東日本」をセットします。
「ゼンリン電子地図ZⅡ」が起動します。

2 「電子地図帳ZⅡ」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックします。

3 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「Virtual CD」の順にマウスポ
インタを合わせ、「Virtual CDマネージャ」をクリックします。
「Virtual CD」ウィンドウが表示されます。

4 「OK」をクリックします。
「Virtual CDマネージャ」ウィンドウが表示されます。

5 「ファイル」メニューの「VCDファイルの構築」をクリックします。

6 「VCDの説明」に「ゼンリン電子地図帳ZⅡ 地図DISK東日本」と入力し、「OK」
をクリックします。

1「ゼンリン電子地図帳ZⅡ 
地図DISK東日本」と入力 

2クリック 

VCDの構築が始まり、Cドライブに「EMZ2_V11.vcd」がコピーされます。

7 VCDファイルの構築が終了したら、「OK」をクリックします。

8 「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK東日本」を取り出します。

続いて、「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK西日本」の仮想CD‐ROM（VCD
ファイル）を作成します。
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「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK西日本」を用意してください。

9 「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK西日本」をセットします。
「ゼンリン電子地図ZⅡ」が起動します。

10 「電子地図帳ZⅡ」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックします。
「Virtual CDマネージャ」ウィンドウが表示されます。

11 「ファイル」メニューの「VCDファイルの構築」をクリックします。

12 「VCDの説明」に「ゼンリン電子地図帳ZⅡ 地図DISK西日本」と入力し、「デ
フォルトVCDドライブ」の をクリックし「Q:」をクリックします。

1「ゼンリン電子地図帳ZⅡ 
地図DISK西日本」と入力 

2クリック 

13 「OK」をクリックします。
VCDの構築が始まり、Cドライブに「EMZ2_V12.vcd」がコピーされます。

14 VCDの構築が終了したら、「OK」をクリックします。

15 「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図DISK西日本」を取り出します。

○ ○ ○ ○○○○○○○○○○○○仮想CD-ROMを仮想CD-ROMドライブに挿入する
作成した「ゼンリン電子地図帳Z」の仮想CD‐ROM（VCDファイル）を仮想CD‐ROM
ドライブに挿入します。

1 「VDrive」の （P:）と「ゼンリン電子地図帳ZⅡ地図DISK東日本」が選択さ
れていることを確認します。

このようになっている 
ことを確認 
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ふりだしにもどす

2 Shift を押しながら、 （挿入）をクリックします。
仮想CD-ROMドライブ（P:）に仮想CD-ROM「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図
DISK東日本」が挿入されます。

　　　　を押しながら、 
クリック 
Shift 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「ゼンリン電子地図ZⅡ」が起動してしまった場合

仮想CD-ROMを挿入する途中で Shift をはなすと、「ゼンリン電子地図ZⅡ」が起動してしまいま

す。その場合は、「電子地図帳ZⅡ」ウィンドウ右上にある （閉じるボタン）をクリックして、終了

させてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 「VDrive」の （Q:）と「ゼンリン電子地図帳ZⅡ地図DISK西日本」をクリッ
クします。

1クリック 
（反転表示されます） 

2クリック 
（反転表示されます） 

4 Shift を押しながら、 （挿入）をクリックします。
仮想CD-ROMドライブ（Q:）に仮想CD-ROM「ゼンリン電子地図ZⅡ for FUJITSU 地図
DISK西日本」が挿入されます。

5 「Virtual CDマネージャ」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリック
します。

このあとは

 P.86 7 　「ライブラリをアップデートする」
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○○○○○○○○○○○○○○一太郎Lite2のインストール（ のみ）
プリシェをお使いの方は、ご自身で「一太郎Lite2」をインストールする必要があります。
「一太郎Lite2」を用意してください。

1 「一太郎Lite2」をセットします。

2 「スタート」ボタンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

3 「名前」に次のように入力します。
e:¥lite2¥setup¥setup.exe

4 「OK」をクリックします。
「一太郎Lite2のセットアップ」ウィンドウが表示されます。

5 「セットアップ開始」をクリックします。

6 「使用許諾契約の確認」の内容をよくお読みになり、「確認」をクリックします。
「一太郎Lite2のセットアップ開始」ウィンドウが表示されます。

7 「次へ」をクリックします。

8 「使用者名」、「法人名」を確認し、「次へ」をクリックします。

1確認 
　変更する場合のみ入力 

2クリック 
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ふりだしにもどす

9 「シリアルナンバー」と「UserID」を入力し、「次へ」をクリックします。

3クリック 

1「一太郎Lite2」の登録ハガ 
　キの登録シートに記載されて 
　いる番号を入力 

2登録ハガキを送ると返送され 
　るID番号を入力 
　まだユーザー登録をしてい 
　ない場合は、空欄のままに 
　してください。 （　　　　　　　　　） 

10 表示されている内容を確認し、「登録する」をクリックします。

11 「すべて」をクリックし、「次へ」をクリックします。

2クリック 

1クリック 

「すべて でのセットアップ」ウィンドウに、インストールの説明が表示されます。

12 「次へ」をクリックします。

13 「C:¥JUST」の左が になっていることを確認し、「次へ」をクリックします。

14 「ファイルのコピーを開始します」というメッセージが表示されたら、「コピー開始」
をクリックします。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「インターネット接続方法の選択」ウィンドウ
が表示されます。
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15 「はい」をクリックし、「OK」をクリックします。

2クリック 

1クリック 

「JustNetに入会するには」ウィンドウが表示されます。

16 「確認」をクリックします。

17 「再起動」をクリックします。

18 「OK」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

続いて、「ATOK13」をインストールします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ATOK13のインストール

1 「スタート」ボタンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

2 「名前」に次のように入力します。
e:¥atok13¥setup¥setup.exe

3 「OK」をクリックします。
「ATOK13のセットアップ」ウィンドウが表示されます。

4 「セットアップ開始」をクリックします。

5 「使用許諾契約の確認」の内容をお読みになり、「確認」をクリックします。
「ATOK13のセットアップ開始」ウィンドウが表示されます。

6 「次へ」をクリックします。
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ふりだしにもどす

7 「使用者名」、「法人名」を確認し、「次へ」をクリックします。

1確認 
　変更する場合のみ入力 

2クリック 

8 「シリアルナンバー」と「UserID」を入力し、「次へ」をクリックします。

 

3クリック 

2登録ハガキを送ると返送され 
　るID番号を入力 
　まだユーザー登録をしてい 
　ない場合は、空欄のままに 
　してください。 （　　　　　　　　　） 

1「一太郎Lite2」の登録ハガ
キのシートに記載されている
番号を入力 

9 表示されている内容を確認し、「登録する」をクリックします。

10 「すべて」を選択し、「次へ」をクリックします。

1クリック 

2クリック 

「すべて でのセットアップ」ウィンドウに、インストールの説明が表示されます。
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11 「次へ」をクリックします。
「セットアップするフォルダの設定」ウィンドウが表示されます。

12 「次へ」をクリックします。

13 「ファイルのコピーを開始します」というメッセージが表示されたら、「コピー開始」
をクリックします。
ファイルのコピーが始まり、しばらくすると「ユーザー登録のご案内」ウィンドウが表示さ
れます。

14 「確認」をクリックします。

15 「再起動」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

16 「終了」をクリックします。
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ふりだしにもどす

17 「一太郎Lite2」を取り出します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

ご購入時と同じ状態にするには

一太郎Lite2をインストールすると、ご購入時とデスクトップの設定が変わります。同じ状態にしたい

場合は次の操作を行ってください。

・デスクトップのアイコンを削除する

次のショートカットアイコンを (ごみ箱)にドラッグして削除してください。

（Shuriken 2.0）、 （Sasuke）、 （JSユーザー登録）

・タスクバーの「クイック起動」のショートカットアイコンを削除する

（一太郎Lite2）、 （Shuriken 2.0）、 （Sasuke）を「クイック起動」から削除してくださ

い。

クイック起動 

アイコンが隠れている場合は、ここをクリック 

　　　　  を1つずつ、 
ごみ箱へドラッグ 

・スタートアップからショートカットアイコンを削除する

（JSクイックランチ）をスタートアップから削除します。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「タスクバーと［ス

タート］メニュー」をクリックします。

「タスクバーのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

2 「［スタート］メニューの設定」タブをクリックします。

3 「削除」をクリックします。

「ショートカットやフォルダの削除」ウィンドウが表示されます。

4 スタートアップの左の をクリックします。

5 （JSクイックランチ）をクリックし、「削除」をクリックします。

6 「閉じる」をクリックします。

7 「タスクバーのプロパティ」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

このあとは

 P.86 7 　「ライブラリをアップデートする」
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7
ライブラリをアップデートする

「リカバリCD-ROM」を実行し、アプリケーションのインストールがひととおり終わった
ら、次の手順に従って、ライブラリのアップデートを行ってください。
「リカバリCD-ROM 2/2」を用意してください。

1 起動中のアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなどのタクスバーに常
駐するタイプのアプリケーションも含む）をすべて終了します。
スクリーンセーバーを「なし」に設定します。
スクリーンセーバーの設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解
決！Q&A」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

VirusScanとFM便利ツールの終了方法

VirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジューラ）にマウスポイン

タを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をクリックします。

ＦＭ便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」

の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ● ● ●

「リカバリCD-ROM 2/2」をセットします。

3 「スタート」ボタンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

4 「名前」に次のように入力します。大文字でも小文字でもかまいません。
E:¥LIBUPD¥SPEU.EXE
↑─「：（コロン）」です

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

入力がうまくいかないときは

「参照」をクリックし、以下の手順でファイルを指定してください。

1 「ファイルの場所」の右の をクリックし、「 （E:）」をクリックします。

「ファイルの場所」に「 （E:）」と表示されます。

2 「 Libupd」をクリックし、「開く」をクリックします。

「ファイルの場所」に「 Libupd」と表示されます。

3 「 Speu」をクリックし、「開く」をクリックします。

「ファイル名を指定して実行」ウィンドウに戻り、「名前」に「E:¥LIBUPD¥Speu.exe」と

表示されます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ふりだしにもどす

5 「OK」をクリックします。
ファイルのコピーが始まります。

 
コピー中を示す画面が消えたあと、設定を有効にするため、パソコンを再起動します。

6 「スタート」ボタンをクリックし、「Windowsの終了」をクリックします。

7 「再起動する」をクリックし、「OK」をクリックします。
パソコンが再起動されます。

8 「リカバリCD-ROM 2/2」を取り出します。

パソコンがふりだしにもどりました。

このあとは

 P.88 8 　「パソコンがふりだしにもどったあとは」
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8
パソコンがふりだしにもどったあとは

パソコンがふりだしにもどったら、バックアップしたファイルを復元するなど、以前に使っ

ていた環境に近づけましょう。

○○○○○○○○○○○○○○ハードの接続と設定

オプション機器を接続する
プリンタなどのオプション機器の接続方法について

『使いこなす本 ハード編』
オプション機器に添付のマニュアルも合わせてご覧ください。

ハードディスクをフォーマットする（領域を設定し直した場合のみ）
拡張MS-DOS領域に作成したドライブ（D以降）は、必ずハードディスクをフォーマッ
トしてからお使いください。

○○○○○○○○○○○○○○アプリケーションをインストールする
ご購入後にインストールしたアプリケーション（市販のアプリケーションなど）は、改め
てインストールする必要があります。
Dドライブにインストールしていたアプリケーションも使えなくなる場合がありますの
で、再インストールしてください。
インストール方法はそれぞれのアプリケーションに添付のマニュアルをご覧ください。

○○○○○○○○○○○○○○バックアップしたファイルを復元する
「ふりだしにもどす前に」でバックアップしたファイルを元の場所に戻します。

「FMかんたんバックアップ」でバックアップしたファイルを復元する
「FMかんたんバックアップ」でバックアップしたファイルを元の場所に復元します。
復元のしかたについて P.98「「FMかんたんバックアップ」で復元する」

コピーしてバックアップしたファイルを復元する
ファイルを元の場所にコピーします。このとき、違う場所にコピーすると使用できなかっ
たり、別途設定が必要になったりする場合がありますのでご注意ください。
また、ご購入後にインストールするアプリケーションのファイルを復元する場合は、先に
アプリケーションをインストールしてからファイルをコピーしてください。
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ふりだしにもどす

○○○○○○○○○○○○○○その他の作業

インターネットに接続する
インターネットに接続していた方は、接続の設定を行うだけで再びご利用になれます。オ
ンラインサインアップを行う必要はありません。
※FMかんたんバックアップ／インターネット設定でバックアップと復元を行った場合は、
接続の設定を行う必要はありません。 P.98「「FMかんたんバックアップ」で復元
する」

パソコンの設定を変える
画面の背景など、お客様が以前使っていたパソコンの設定に戻します。
次の設定については下記のマニュアルをご覧ください。

・画面の背景を変える 画面マニュアル『パソコン情報ランド』「解決！Q&A」

・スクリーンセーバーを設定する 画面マニュアル『パソコン情報ランド』「解決！
Q&A」

・画面の解像度や発色数を変える 『使いこなす本 ハード編』
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バックアップをしよう！

ここでは、本パソコンのバックアップツールを使ったバックアップのしか
たを中心に、バックアップするときの注意などを説明しています。

バックアップをしよう！......................................................................92
「FMかんたんバックアップ」でバックアップする ..........................93
「FMかんたんバックアップ」で復元する .........................................98

4
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バックアップをしよう！
ガーン！今までのファイルが…

とならないよう、日ごろからファイルはバックアップしておきたいものです。

ガーン！ 今までのファイルが… 
「トラブルは、忘れたころにやってくる」 
…日ごろから、バックアップする習慣を
つけましょう。 

いざというときに備えて、重要と思われるファイルは、Dドライブやフロッピーディスク
などにコピーし、保存しておくことをお勧めします。この作業をバックアップといいま
す。
パソコンの電源を切る前に、ファイルをまとめてバックアップする習慣をつけましょう。
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バックアップ

「FMかんたんバックアップ」でバックアップする

○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ」について
本パソコンには、「FMかんたんバックアップ」というバックアップツールが用意されて
います。「FMかんたんバックアップ」を使うと、お客様が作成したファイルなどのバッ
クアップや復元が簡単にできます。
なお、「FMかんたんバックアップ」によって、お客様の作成したファイルがすべてバッ
クアップされる訳ではありません。バックアップできないファイルは、必ずご自身でバッ

クアップしてください。

特に次のファイルは、ご自身でバックアップしてください。

・「アプリケーション名」に登録されていないアプリケーションで作成したファイル・「データ格納パス」と違うところに保存されているファイル
バックアップするファイルの保存先について

データの保存先は、ご購入時「D:¥FM_BACKUP」に設定されています。保存先は変更しないでくだ

さい。

ただし、「C」、「D」以外にハードディスクドライブが存在する場合に限り、保存先のドライブは変更で

きます。

また、ハードディスク以外にバックアップしたい場合は、かんたんバックアップを使わず、ご自身で

ファイルをコピーしてバックアップしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「FMかんたんバックアップ」を使った復元について

「FMかんたんバックアップ」でバックアップしたときから復元するまでの間に、バックアップしたファ

イルを変更したり、新しくファイルを作ったり、設定を変更すると、その内容はバックアップされてい

ません。そのまま「FMかんたんバックアップ」で復元すると、バックアップしたときのファイルや設

定内容が復元されるので、その間に変更した内容や新しく作ったファイル、設定した内容はすべて消え

てしまいます。十分に注意してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「FMかんたんバックアップ」は「FMかんたんバックアップ／データ」と「FMかんたん
バックアップ／インターネット設定」の2種類あり、それぞれ、バックアップするファイ
ルの内容が異なります。
ここでは、「FMかんたんバックアップ／データ」と「FMかんたんバックアップ／インター
ネット設定」を使ってバックアップする方法をそれぞれ説明します。
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○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ／データ」でバックアップする

1 起動中のアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなどのタスクバーに常
駐するタイプのアプリケーションも含む）をすべて終了します。
スクリーンセーバーを「なし」に設定します。
スクリーンセーバーの設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解
決！Q&A」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

VirusScanとFM便利ツールの終了方法

VirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジューラ）にマウスポイン

タを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をクリックします。

FM便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」

の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FMかんたんバックアップ」、
「データ」の順にマウスポインタを合わせ、「FMかんたんバックアップ／データ」
をクリックします。

3 1～4の手順に従って操作してください。

1「バックアップ」を 
 クリック 

2 バックアップしたい 
 アプリケーション名
をクリックして　 に
します。 

4「バックアップ開始」
をクリックします。 

3「D:¥FM_BACKUP」と
なっていることを確認し
ます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「バックアップを続けますか？」というメッセージが表示された場合

すでにバックアップデータが存在する場合、表示されます。「はい」をクリックしてください。

「XXXXのデータ格納パスにデータが存在しません。」というメッセージが表示された場合

「XXXX」にはアプリケーション名が表示されます。

そのアプリケーションを一度も使用していないと表示されることがあります。その場合は、「OK」をク

リックしてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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バックアップ

4 しばらく待ちます。
このとき、タブをクリックするなど操作は行わないでください。

5 「バックアップ処理を終了しました。」と表示されたら、「OK」をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／データ」ウィンドウに戻ります。

6 「OK」をクリックします。

7 「設定を保存して終了します。」というメッセージが表示されたら、「OK」をクリッ
クします。
「FMかんたんバックアップ／データ」ウィンドウが閉じます。

これで、「FMかんたんバックアップ／データ」により、ファイルがバックアップされま
した。
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○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」でバックアップする

1 起動中のアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなどのタスクバーに常
駐するタイプのアプリケーションも含む）をすべて終了します。
スクリーンセーバーを「なし」に設定します。
スクリーンセーバーの設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解
決！Q&A」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

VirusScanとFM便利ツールの終了方法

VirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジューラ）にマウスポイン

タを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をクリックします。

FM便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」

の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FMかんたんバックアップ」、「イ
ンターネット設定」の順にマウスポインタを合わせ、「FMかんたんバックアップ／
インターネット設定」をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定のワンポイント」ウィンドウが表示されま
す。

3 内容を確認し、「閉じる」をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」ウィンドウが表示されます。

4 「設定を保存する」をクリックします。

5 「OK」をクリックしてしばらく待ちます。
このとき、タブをクリックするなど、操作は行わないでください。

6 「保存結果」ウィンドウが表示されたら、「OK」をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」ウィンドウに戻ります。
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バックアップ

7 「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」ウィンドウの右上にある （閉
じるボタン）をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」ウィンドウが閉じます。

これで、「FMかんたんバックアップ／インタ－ネット設定」により、ファイルがバック
アップされました。
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「FMかんたんバックアップ」で復元する
ここでは、「FMかんたんバックアップ／データ」と「FMかんたんバックアップ／インター
ネット設定」を使ってファイルを復元する方法をそれぞれ説明します。

ご自分でバックアップしたファイルを復元するときは

バックアップしたときと同じように、ファイルを元の場所にコピーしてください。このとき、違う場所

にコピーすると、使用できなかったり、別途設定が必要になる場合がありますのでご注意ください。

ご購入後にインストールしたアプリケーションのファイルを復元する場合

先にアプリケーションをインストールしてからファイルをコピーしてください。

○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ」を使った復元について

○○○○○○○○○○○○○○○○復元する前の注意（ふりだしにもどす作業の場合を除く）
「FMかんたんバックアップ」でバックアップしたときから復元するまでの間に、バック
アップしたファイルを変更したり、新しくファイルを作ったり、設定を変更すると、その
内容はバックアップされていません。そのまま「FMかんたんバックアップ」で復元する
と、バックアップしたときのファイルや設定内容が復元されるので、その間に変更した内
容や新しく作ったファイル、設定した内容はすべて消えてしまいます。十分に注意してく
ださい。

○○○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」の復元について
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」でバックアップしたファイルは、「FM
かんたんバックアップ／データ」と「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」
の両方で復元できます。
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バックアップ

○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ／データ」でファイルを復元する
「FMかんたんバックアップ／データ」でバックアップしたファイルを元の場所に復元し
ます。

1 起動中のアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなどのタスクバーに常
駐するタイプのアプリケーションも含む）をすべて終了します。
スクリーンセーバーを「なし」に設定します。
スクリーンセーバーの設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解
決！Q&A」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

VirusScanとFM便利ツールの終了方法

VirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジューラ）にマウスポイン

タを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をクリックします。

FM便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」

の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FMかんたんバックアップ」、
「データ」の順にマウスポインタを合わせ、「FMかんたんバックアップ／データ」
をクリックします。

3 1～4の手順に従って操作してください。

1「復元」をクリックします。 

4「復元開始」をクリックします。 

2「D:¥FM_BACKUP」となって
いることを確認します。 

3復元するアプリケーション名の左が　  になっていることを確認します。 
　「インターネット設定」の左が　  になっていると、「FMかんたんバッ
クアップ／インターネット設定」でバックアップしたファイルも復元で
きます。 

4 「復元を続けますか？」というメッセージが表示されたら、「はい」をクリックしま
す。
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5 しばらく待ちます。
このとき、タブをクリックするなど、操作は行わないでください。

6 「復元処理を終了しました。」と表示されたら、「OK」をクリックします。
本パソコンが再起動され、復元が終了します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

ファイルが復元されなかった場合

・「バックアップデータ格納先」が間違って指定されている

ドライブ名をバックアップのときと同じドライブに指定し直してください。

・ファイルがバックアップされていない

バックアップしたときに、ファイルのバックアップに失敗しています。この場合、ファイルの復元

はできません。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

これで、「FMかんたんバックアップ／データ」でバックアップしたファイルが元の場所
に復元されました。
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バックアップ

○○○○○○○○○○○○○○「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」でファイルを復元する
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」でバックアップしたファイルを元の
場所に復元します。

1 起動中のアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなどのタスクバーに常
駐するタイプのアプリケーションも含む）をすべて終了します。
スクリーンセーバーを「なし」に設定します。
スクリーンセーバーの設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解
決！Q&A」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

VirusScanとFM便利ツールの終了方法

VirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジューラ）にマウスポイン

タを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をクリックします。

FM便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」

の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FMかんたんバックアップ」、「イ
ンターネット設定」の順にマウスポインタを合わせ、「FMかんたんバックアップ／
インターネット設定」をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定のワンポイント」ウィンドウが表示されま
す。

3 内容を確認し、「閉じる」をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」ウィンドウが表示されます。

4 「復元」タブをクリックします。
「標準の保存ファイルが見つかりました。保存されている項目を表示します。」と表示されま
す。

5 「OK」をクリックします。
「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」ウィンドウに戻ります。



102

6 「設定を復元する」をクリックします。

7 「OK」をクリックしてしばらく待ちます。
このとき、タブをクリックするなど、操作は行わないでください。

8 「設定の復元が終了しました。」と表示されたら、「OK」をクリックします。
本パソコンが再起動され、復元が終了します。

これで、「FMかんたんバックアップ／インターネット設定」でバックアップしたファイ
ルが元の場所に復元されました。
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コンピュータウイルス対策

ここでは、コンピュータウイルスとは何か、コンピュータウイルスの予防
や対策について説明しています。

コンピュータウイルス対策...............................................................104

5
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コンピュータウイルス対策
最近、テレビや雑誌などで“コンピュータウイルス”という言葉が使われる機会が増えてい

ます。コンピュータウイルスとは、いったい何なのでしょうか？

ここでは、次のことを説明します。

・コンピュータウイルスって何？

・コンピュータウイルスの予防

・VirusScan（ウイルススキャン）を使ったコンピュータウイルス対策

・コンピュータウイルスを発見した場合

○○○○○○○○○○○○○○コンピュータウイルスって何？
コンピュータウイルスとは、悪質なプログラムやマクロの一種です。ウイルスが人間の体
に侵入して健康をむしばむように、コンピュータウイルスはパソコンに侵入して、ハード
ディスクの大切なデータなどを破壊します。また、“ウイルス”の名前のとおり、次々と
感染し広がっていく恐れもあります。
コンピュータウイルスには、さまざまな種類や程度があります。なかには社会問題を起こ
すものも発生しています。
コンピュータウイルスに感染しないよう、各自での注意が必要です。
なお、コンピュータウイルスに感染してしまい、修理が必要になった場合、保証期間内で
あっても有償修理になる場合があります。ご了承ください。
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ウイルス対策

○○○○○○○○○○○○○○コンピュータウイルスの予防
コンピュータウイルスは、次のような状況から自分のパソコンに感染します。

・感染しているソフトをコピーし、実行する

・感染しているファイルをクリックする（開く）
感染を予防するには、次のようなことに気をつけてください。

・疑わしいものは受けとらない
知っている人からだといっても安心はできません。すでにその人のファイルが感染して
いる恐れもあるからです。

・Ｅメールの添付ファイルには注意する
知っている人からだといっても安心できません。添付ファイルがある場合は、差出人
に、添付ファイルの内容を別途確認したほうがよいでしょう。

・インターネットから、むやみにファイルをダウンロードしない

・出どころの不明なソフト（ファイル）には注意する
転載されたものやもらったソフトは、むやみに使わないようにしましょう。

・何らかのソフトやファイルを入手した場合、作者のコメントやメッセージに記載されて
いる内容と、サイズや日付が合っているかどうか注意する

・ニュースや雑誌などで公表される、新種のコンピュータウイルスについての情報に注意
する

○○○○○○○○○○○○○○VirusScan（ウイルススキャン）を使ったコンピュータウイルス対策
本パソコンには、VirusScan（ウイルススキャン）というコンピュータウイルス対策ソフ
トが用意されています。VirusScanでコンピュータウイルスに備えましょう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ウイルス検査をしよう
VirusScanを使った、ウイルス検査方法は次のとおりです。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「McAfee VirusScan」の順に
マウスポインタを合わせ、「McAfee VirusScanセントラル」をクリックします。

2 「スキャン」をクリックします。

このあとは、状況に応じてウイルス検査を進めてください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○定期的にウイルス検査をする
VirusScanを使って、定期的にウイルス検査をしましょう。VirusScanには定期的にウイ
ルス検査をする「スケジュール」機能があります。詳しくは、VirusScanのヘルプをご覧
ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○インターネット接続中VirusScanを働かせる
VirusScanでは、インターネットに接続している間、次のような監視をする設定ができま
す。

・インターネットから何らかのファイルをダウンロードするとき、そのファイルに対して
ウイルス検査をする

・Eメール添付ファイルに対してウイルス検査をする

設定方法は次のとおりです。

1 「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「McAfee VirusScan」の順に
マウスポインタを合わせ、「McAfee VirusScanセントラル」をクリックします。

2 「VShield」をクリックします。

3 「ウィザード」をクリックします。

4 表示されるメッセージに従って設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○VirusScanのアップデートについて

ウイルスパターンファイルについて
VirusScanはウイルスパターンファイルを使って、コンピュータウイルスを発見します。
毎日のように、いろいろなコンピュータウイルスの新種が発生しています。これに対抗す
るため、VirusScanのウイルスパターンファイルも随時更新されています。常に最新のウ
イルスパターンファイルを使ってウイルス検査することをお勧めします。
最新版のVirusScanのウイルスパターンファイルは、インターネットのホームページで
入手できます。アドレス（URL）は次のとおりです。
http://www.nai.com/japan

アップグレード版のご案内
VirusScanのウイルスパターンファイルだけでは対処できないコンピュータウイルスの場
合、別途アップグレード版を購入する必要があります。新たにお買い求めください。
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ウイルス対策

○○○○○○○○○○○○○○コンピュータウイルスを発見したら
本パソコンのVirusScanでコンピュータウイルスが発見された場合、次の処置をしてく
ださい。

本当に感染しているかの判断
感染していると思われるファイルが発見された場合、それが必ずしも「コンピュータウイ
ルス」とは限りません。感染していると思ったファイルでも、あわてて削除しないことを
お勧めします。

感染しているファイルからウイルスを除去する
VirusScanにより自動的にコンピュータウイルスを除去できます。
コンピュータウイルスの除去について、詳しくはVirusScanのヘルプをご覧ください。し
かし、すべてのコンピュータウイルスに対して除去できるとは限りません。コンピュータ
ウイルスによっては、すでにデータを破壊してしまい、復活できないものがあるためで
す。ご了承願います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○コンピュータウイルスの被害届け出先
コンピュータウイルスの届け出制度は、通商産業省の「コンピュータウイルス対策基準
（平成2年4月10日付通商産業省告示第139号/平成9年9月24日改訂通商産業省告示
第535号）」に基づき、平成2年4月にスタートした制度です。コンピュータウイルスを
発見した場合、ウイルス被害の拡大と再発を防ぐために必要な情報を、情報処理振興事業
協会（IPA）に届け出ることとされています。
届け出する場合は、次ページの書式をお使いください。

※VirusScanに関するお問い合わせは、巻末の「お問い合わせ先一覧」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

VirusScanのはずしかた

なんらかの理由でウイルス検査を行いたくない場合は、VirusScanを削除します。

（「コントロールパネル」にある「アプリケーションの追加と削除」機能を使います。詳しくは、第6章

「アプリケーションのインストールと削除」をご覧ください。）

VirusScanを削除したあとのコンピュータウイルス対策に関しては、お客様の自己責任となります。ご

注意ください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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年　月　日
〒113-6591
東京都文京区本駒込2-28-8
情報処理振興事業協会
セキュリティセンター (届出者)
ウイルス対策室　宛 住所

TEL 03-5978-7509 会社・団体名
FAX 03-5978-7518 部署
E-mail　virus@ipa.go.jp 氏名

TEL
FAX
E-mail

コンピュータウイルスの被害（感染・発病）について、下記のとおり届け出ます。

記
1. 発見場所（部署名または個人名）
2.ウイルス名称（内容）　　　　　　　　　　　 　（名称がわからない場合は症状を記載）
3.発見年月日
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
4.感染機種

機種 ：富士通ＦＭＶシリーズ（IBM互換機）
OS ：□Windows98　　　□WindowsNT
ネットワーク
（チェックマークをつけてください。LAN接続以外は、スタンドアロンです）

：□スタンドアロン（単体）　　□LAN接続
5.発見方法
 ワクチンなどによる定期検査を行っている　⇒頻度（毎日・毎週　　回／　毎）
 　　　

発見方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
発見に利用したソフトウェア

 　　　　　　　　　　（□VirusScan for Windows95/98(ネットワークアソシエイツ株式会社製））
 　　　　　　　　　　（□上記以外　⇒名称：　　　　　社名：　　　　　　　　　　　　）
6.推定される感染経路

感染元　
□他人から譲渡（国内） □電子メール（国内）
□他人から譲渡（国外） □電子メール（国外）
□雑誌などの付録 □不明
□パソコン通信（BBS) □その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
□インターネット（ftp site, web site, NetNews)

媒体
□フロッピーディスク □電子メール添付ファイル
□CD-ROM □その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
□ダウンロードファイル　　

7.被害状況
PC 台
HD 台
FD 枚
その他　

8.回復処置
回復方法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
回復に利用したソフトウェア
（□VirusScan for Windows95/98(ネットワークアソシエイツ株式会社製））
（□上記以外　⇒名称：　　　　社名：　　　　　　　　　　　　）
投入人日
（　　人・　　日（0.5日単位で記述））

※ この届出はコンピュータウイルス対策基準（平成9年9月24日付通商産業省告示第535号）
の規定に基づいています。届け出られた内容は被害の拡大及び再発の防止に活用しますが、記載さ
れているプライバシーに関する情報を公表することはありません。

※コピーしてご利用ください
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アプリケーションのインストールと削除

ここでは、アプリケーションのインストール／削除の方法とインストール
／削除するときの注意について、ハードディスクの空き領域を増やす方法
について説明しています。

アプリケーションのインストール／削除........................................110
ハードディスクの空き領域を増やす ...............................................122

6
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アプリケーションのインストール／削除

○○○○○○○○○○○○○○アプリケーションのインストール／削除とは
アプリケーションの種類によっては、そのアプリケーションをパソコンで使えるようにす
るため、あらかじめ何らかのファイルをパソコンにコピーしておく必要があります。この
作業を「アプリケーションのインストール」といいます。
本パソコンにはご購入時より、あらかじめたくさんのアプリケーションがインストールさ
れています。なお、市販されているアプリケーションの多くは、アプリケーションのイン
ストールが必要です。
逆に、アプリケーションをパソコンから削除することを「アプリケーションの削除（アン
インストール）」といいます。一回削除したアプリケーションを再び使いたい場合は、そ
のアプリケーションをインストールし直す必要があります。

○○○○○○○○○○○○○○アプリケーションをインストールする
アプリケーションをインストールする流れは次のようになっています。

 

ハードディスクの空き領域を確認する（　　 P.111） 

ライブラリをアップデートする（　　 P.117） 

余裕がある 空き領域が足りない 

インストールするときの注意（　　 P.112） ハードディスクの空き領域を増やす 
　  （　　 P.122） 

本パソコンに添付のアプリケーションを 
インストールする（　　 P.114） 

買ってきたアプリケーションを 
インストールする（　　 P.116） 
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インストールと削除

○○○○○○○○○○○ハードディスクの空き領域を確認する
アプリケーションをインストールするには、ハードディスクに十分な空き領域が必要で
す。空き領域が足りないと、インストールが中止されます。また、インストールが完了し
ても、エラーメッセージが表示される場合があります。インストール後、Cドライブの空
き領域が最低でも100MB以上になるようにしてください。お使いのハードディスクの状
況によっては、より大きな空き領域が必要な場合もあります。
次の手順でハードディスクの空き領域を確認できます。

1 デスクトップの （マイコンピュータ）をクリックします。

2 空き領域を確認したいハードディスクドライブのアイコンにマウスポインタを合わ
せます。ここではクリックはしません。
アイコンが反転表示され、「マイコンピュータ」ウィンドウの中の左側の部分に、選択した
ハードディスクの空き領域が表示されます。

ここで空き領域を確認できます。 

（この画面は、機種により若干異なります）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

もっと詳しい情報が見たいときは

ハードディスクドライブのアイコンにマウスポインタを合わせて右クリックし、表示されるメニューの

「プロパティ」をクリックすると、さらに詳しい情報を見ることができます。

空き領域の欄が表示されない場合

ウィンドウの状態により表示されない場合があります。

・表示させたウィンドウが小さい場合

ウィンドウを大きくしてください。

画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解決！Q&A」の「一般的な操作」

・表示設定がされていない場合

「表示」メニューの「Web ページ」にチェックがついていない場合は、空き領域の欄が表示されま

せん。クリックしてチェックをつけてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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空き領域が足りない場合は、「ハードディスクの空き領域を増やす」（ P.122）をご
覧になり、十分な空き領域をとってください。本パソコンに添付のアプリケーションをイ
ンストールするのに必要な空き領域については、「本パソコンに添付のアプリケーション
をインストールする」（ P.114）をご覧ください。本パソコンに添付以外のアプリ
ケーションをインストールするのに必要な空き領域については、それぞれのアプリケー
ションに添付のマニュアルなどをご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○インストールするときの注意

起動しているアプリケーションはすべて終了してください
他のアプリケーションが起動していると、インストールが正常に終了しない場合がありま
す。インストールする前に、次の作業を行ってください。

・起動しているアプリケーションをすべて終了する

・タスクバーに常駐するタイプのアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなど）

をすべて終了する

　 たとえばVirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジュー
ラ）にマウスポインタを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をク
リックします。
また、FM便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、
「FM便利ツール」の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。

・スクリーンセーバーを「なし」に設定する

設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解決！Q&A」をご
覧ください。

もとのアプリケーションを削除してください
アプリケーションによっては、パソコンに同じアプリケーションが入っていると、上書き
してインストールできない場合があります。インストールし直す場合は、もとのアプリ
ケーションを削除してから始めてください。

P.118「アプリケーションを削除する」

アプリケーションを削除する前に

アプリケーションを削除する方法は、アプリケーションにより異なります。また、再インストールする

場合、上書きインストールを推奨するアプリケーションもあります。削除できないアプリケーションも

ありますので、必ずアプリケーションのマニュアルをお読みください。
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CD-ROMをセットするドライブ名を確認してください
CD-ROMをセットするドライブ名はお使いの機種、状況により異なります。
CD-ROMのファイルを実行するときに、CD-ROMをセットするドライブ名を入力する必
要があります。作業を始める前に、お客様がお使いのCD-ROMをセットするドライブ名
を確認してください。

なお、ご購入時のCD-ROMドライブ名（またはCD-R/RWドライブ名、DVD-ROMドラ
イブ名）はEです（本マニュアルではEとして説明しています）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「マイコンピュータ」でドライブ名を確認する

CD-ROMをセットするドライブ名がわからない場合は、デスクトップの （マイコンピュータ）をク

リックして確認してください。「マイコンピュータ」ウィンドウの の下にある（　）の中に表示され

ている文字がCD-ROMをセットするドライブ名です。

（E:） 

例:ドライブ名がE

（この画面は、状況により若干異なります）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○○○○○○○○○○○○○○○○本パソコンに添付のアプリケーションをインストールする
本パソコンには、あらかじめたくさんのアプリケーションがインストールされています
が、次のような場合には、本パソコン添付の 「アプリケーションCD」や専用ディスク
からアプリケーションをインストールする必要があります。

・ご購入時にはインストールされていないアプリケーションをお使いになる場合

・ご購入時にあらかじめインストールされていたアプリケーションを削除し、もう一度使
いたい場合

・アプリケーションの動きがおかしい場合
添付のアプリケーションをお使いになる際の注意事項については、『お使いになるうえで
の注意事項』もあわせてご覧ください。
ここでは、「アプリケーションCD」からインストールする方法を説明します。専用ディ
スクからインストールする方法は、各アプリケーションのインストール方法が説明された
マニュアルなどをご覧ください。インストールが終わったら、ライブラリのアップデート
を行ってください。

P.117「ライブラリをアップデートする」

「アプリケーションCD」に収録されているアプリケーションのインストール方法は次
のとおりです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「アプリケーションCD」とは

本パソコンに添付されているCD-ROMで、次のようなときに使います。

・「アプリケーションCD」のレーベル（文字が書いてある面）に記載されているアプリケーショ

ンを使うとき

・本パソコンにあらかじめインストールされているアプリケーションを一度削除したあと、またイン

ストールするとき（一部のアプリケーションは専用のCD-ROMからインストールします）

「アプリケーションCD」の内容一覧

「アプリケーションCD」の中にある、「indexcd.htm」というファイルをクリックすると、 「ア

プリケーションCD」の内容一覧をご覧になれます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1 「アプリケーションCD」をセットします。

2 「スタート」ボタンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

3 「名前」に次のように入力し、「OK」をクリックします。

e:¥aplsetup.exe
↑─「：（コロン）」です
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4 「アプリケーションの名称」欄から、インストールするアプリケーションの名称を
クリックし、「インストール」をクリックします。
アプリケーションのインストールが始まります。

インストールする 
アプリケーションの 
名称をクリックします。 

 （この画面は、機種により若干異なります）

このあとのインストール手順は、各アプリケーションごとに違います。それぞれのマニュ
アルや、インストール時に表示される画面のメッセージに従って、インストールを進めて
ください。インストールが終わったら、ライブラリのアップデートを行ってください。

P.117「ライブラリをアップデートする」
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○○○○○○○○○○○○○○○買ってきたアプリケーションをインストールする
買ってきたアプリケーションを使うには、ほとんどの場合インストールが必要になりま
す。
CD-ROMをセットすると自動でインストール作業が始まるものや、Windows98の「アプ
リケーションの追加と削除」機能を使ってインストールするものがあります。
インストールする際には、アプリケーションのマニュアルをご覧ください。
インストールが終わったら、ライブラリのアップデートを行ってください。

P.117「ライブラリをアップデートする」

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「バージョンの競合」ウィンドウが表示された場合は

インストール中、「バージョンの競合」ウィンドウが表示される場合があります。

その場合は、表示されたメッセージの内容をよくお読みになり、インストール元の媒体に入っている

ファイルがインストールされるように、「はい」または「いいえ」を選んでください。

セットアップ画面のまま操作できなくなった場合は

インストール中、セットアップ画面でインストールとは関係のないウィンドウが表示され、操作できな

くなる場合があります。その場合、 を押しながら を押し、「セットアップが完了しました。」と

いうメッセージを前面に表示させてください。

インストールは中断しないでください

ファイルのコピー中に「キャンセル」などをクリックすると、一部のファイルのみがコピーされ、アプ

リケーションは使えないだけでなく、ハードディスクの空き領域が減ってしまう場合があります。ファ

イルのコピー中は、中断しないことをお勧めします。

（ファイルコピー中を表す画面例）

インストール終了後の注意

アプリケーションを個別にインストールしたあと、タスクバーに余分なボタンが残る場合があります。

この場合は、そのボタンをクリックすると、ボタンが消えます。

FM-Menuをお使いの方へ

FM-Menuに登録されているアプリケーションの再インストールを行うと、そのアプリケーションは

FM-Menuから起動できなくなる場合があります。その場合、インストール後、FM-Menuのボタンを

登録し直してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○○○○○○○○○○ライブラリをアップデートする
アプリケーションをインストールしたあとは、次の手順に従って、ライブラリのアップ
デートを行ってください。

1 起動中のアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなどのタスクバーに常
駐するタイプのアプリケーションも含む）をすべて終了します。
スクリーンセーバーを「なし」に設定します。
スクリーンセーバーの設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解
決！Q&A」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

VirusScanとFM便利ツールの終了方法

VirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジューラ）にマウスポイン

タを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をクリックします。

FM便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」

の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ● ● ●

「リカバリCD-ROM 2/2」をCD-ROMドライブにセットします。

3 「スタート」ボタンをクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
「ファイル名を指定して実行」ウィンドウが表示されます。

4 「名前」に次のように入力します。大文字でも小文字でもかまいません。

E:¥libupd¥speu.exe
↑─「：（コロン）」です

5 「OK」をクリックします。
ファイルのコピーが始まります。

コピー中を示す画面が消えたあと、設定を有効にするため、パソコンを再起動します。

6 「スタート」ボタンをクリックし、「Windowsの終了」をクリックします。

7 「再起動する」をクリックし、「OK」をクリックします。
パソコンが再起動されます。
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○○○○○○○○○○○○○○アプリケーションを削除する
次の注意を読んでから削除してください。

○○○○○○○○○○○○アプリケーションを削除するときの注意 

アプリケーションを削除する前に
これらの方法で削除したアプリケーションは設定内容なども消えてしまうため、再インス
トールし、設定し直さないかぎり元に戻すことはできません。削除する前に、お使いのア
プリケーションのマニュアルをご覧になり、設定や情報を保存できるかどうか確認し、必
要に応じて保存してください。
アプリケーションを削除する方法は、アプリケーションにより異なります。また、再イン
ストールする場合、上書きインストールを推奨するアプリケーションや削除できないアプ
リケーションもありますので、必ずアプリケーションのマニュアルをご覧ください。

起動しているアプリケーションはすべて終了してください
他のアプリケーションが起動していると、エラーが発生する場合があります。アプリケー
ションの削除をする前に、次の作業を行ってください。

・起動しているアプリケーションをすべて終了する

・タスクバーに常駐するタイプのアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなど）

をすべて終了する

　 たとえばVirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジュー
ラ）にマウスポインタを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をク
リックします。
また、FM便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、
「FM便利ツール」の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。

・スクリーンセーバーを「なし」に設定する

設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解決！Q&A」をご覧
ください。

共有ファイルは削除しない
共有ファイルは削除しないことをお勧めします。
アプリケーションの削除中に、「共有ファイルを削除しますか？」というメッセージが表
示されることがあります。共有ファイルを削除すると、インストールされている他のアプ
リケーションが影響を受け正しく動作しなくなる場合があります。

Data Access Objects（DAO）について
「アプリケーションの追加と削除」の一覧に表示されている、Data Access Objects
（DAO）3.0およびData Access Objects（DAO）3.5はさまざまなアプリケーションで
使用しています。削除しないことをお勧めします。
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アプリケーションの削除後の注意

・特定のファイルとアプリケーションが関連付けされている（特定のファイルを指定する
と、自動的にそのファイルを扱えるアプリケーションが起動する）場合、そのアプリ
ケーションを削除すると、関連付けの設定も解除されます。次の方法で新たに関連付け
を設定できます。

1 関連付けが解除されたファイルをクリックします。

関連付けるアプリケーションを 
クリックして選びます。 

ここをクリックすると 
スクロールします。 

　 になっていると、以降ここで選ばれたアプリケーションで関連付け 
されます。どのアプリケーションと関連付けされているのかはっきり 
しない場合は、　 にしておくことをお勧めします。 

（この画面は、状況により若干異なります） 

2 「OK」をクリックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

「プログラム開始エラー！」と表示される場合

これはアプリケーションを削除したにも関わらず、スタートアップにそのアプリケーションのショート

カットが登録されたままになっているために発生します。次の手順に従って、スタートアップの該当す

るショートカットを削除してください。

1 「スタート」ボタンにマウスポインタを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「開

く」をクリックします。

「スタートメニュー」ウィンドウが表示されます。

2 「プログラム」をクリックします。

「プログラム」ウィンドウが表示されます。

3 を数回クリックし、 （スタートアップ）をクリックします。

「スタートアップ」フォルダに登録されているアプリケーションの一覧が表示されます。

4 削除したいアプリケーションのアイコンをデスクトップの （ごみ箱）へドラッグします。

「ファイルの削除の確認」ウィンドウが表示されます。

5 「はい」をクリックします。

アプリケーションが「スタートアップ」フォルダから削除されます。

「スタートアップ」フォルダに登録されているアプリケーションを削除しても、ショートカッ

トが削除されるだけなので、本来のアプリケーションは削除されません。

6 「スタートアップ」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックします。

「スタートアップ」ウィンドウが閉じます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アプリケーションを削除する
アプリケーションを削除するには、次の2つの方法があります。

・アンインストール機能を使う

・「アプリケーションの追加と削除」機能を使う
アンインストール機能を使う
Windows98に対応したアプリケーションには、アンインストール機能（アプリケーショ
ンを削除する機能）が用意されているものがあります。各アプリケーションによって操作
方法が違います。
詳しくは各アプリケーションのマニュアルをご覧ください。

「アプリケーションの追加と削除」機能を使う
「コントロールパネル」にある「アプリケーションの追加と削除」機能で、アプリケーショ
ンを削除できます。削除方法は次のとおりです。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

インストールディスクを要求されたら

アプリケーションによっては、削除するときにインストールディスクを要求される場合があります。

メッセージに従い、必要なものを用意してください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 「スタート」ボタンをクリックし、「設定」にマウスポインタを合わせ、「コントロー
ルパネル」をクリックします。
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。

2 （アプリケーションの追加と削除）をクリックします。

3 削除したいアプリケーションをクリックし、「追加と削除」をクリックします。

一覧より削除する 
アプリケーションを 
クリックします。 

（この画面は、機種により若干異なります）
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インストールと削除

4 画面の指示に従ってアプリケーションを削除します。
アプリケーションの削除が終了したら、次の手順に進みます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

共有ファイルについてメッセージが表示されたら

アプリケーションを削除しているとき、「共有ファイルも削除しますか？」というようなメッセージが

表示される場合があります。削除すると他のアプリケーションを起動できなくなる場合がありますので、

削除しないことをお勧めします。

「いくつかのファイルは削除されませんでした」というメッセージが表示されたら

上のようなメッセージが表示されても、削除が完了していれば問題ありません。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ウィンドウが表示されている場合
は、「OK」をクリックします。

6 「コントロールパネル」ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックし
ます。
「コントロールパネル」ウィンドウが閉じます。

「アプリケーションの追加と削除」機能で削除できないアプリケーションについては、ア
プリケーションのマニュアルまたはヘルプをご覧ください。

OASYSビューワは削除しないことをお勧めします

OASYSビューアを「アプリケーションの追加と削除」機能により削除すると、次の問題が生じます。

ご注意ください。

・OASYS V7が正常に動作しない

・次の操作でOASYSビューアが起動するが正常に動作しない

「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「OASYS V7」の順にマウスポインタを合わせ、

「OASYSビューア」をクリックする

なお、OASYSビューアを削除したあとに、再びOASYS V7やOASYSビューアをお使いになりた

い場合は、いったんOASYS V7を削除して、再度インストールしてください。
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ハードディスクの空き領域を増やす
ハードディスクの空き領域を増やすには、アプリケーションを削除する方法と不要なファ
イルを削除する方法があります。
アプリケーションを削除する方法については、「アプリケーションを削除する」
（ P.118）をご覧ください。
不要なファイルを削除するには、次の方法があります。

ごみ箱を空にする
Windows98では、ファイルを削除してもごみ箱に移動するだけなので、ハードディスク
の中にはデータが残っています。次の手順に従ってごみ箱の中のファイルを削除すれば、
ハードディスクの空き領域を増やすことができます。

ファイルを削除する前に

次の手順で削除されたファイルは、二度と使うことはできません。削除する前によく内容を確認してく

ださい。

1 デスクトップの （ごみ箱）をクリックします。
「ごみ箱」ウィンドウが表示されます。

2 「ファイル」メニューの「ごみ箱を空にする」をクリックします。
ファイルの削除を確認するウィンドウが表示されます。

3 「はい」をクリックします。
ごみ箱の中のファイルがすべて削除されます。
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インストールと削除

自分で作った不要なファイルを削除する
次の手順でファイルのサイズや最後に更新した日付けなどを調べ、必要なファイルかどう
か確認しながら、不要ならば削除することができます。

削除してはいけないファイルについて

自分で作ったファイル以外は、削除しないでください。むやみに知らないファイルを削除してしまうと、

インストールされているアプリケーションが起動できなくなるなど、他のアプリケーションに影響を与

える場合があります。

1 デスクトップの （マイコンピュータ）にマウスポインタを合わせて右クリック
し、表示されたメニューの「エクスプローラ」をクリックします。

2 「表示」メニューの「詳細」をクリックします。

ウィンドウの右側が詳細表示に変わり、ファイルの名前に加えて、サイズ、ファイルの種類、
更新日時が表示されます。

ドライブやフォルダ 
の一覧が表示されま 
す。 

ウィンドウの左側で 
クリックしたドライ 
ブやフォルダの詳細 
情報が表示されます。 

（この画面は、機種により若干異なります）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

画像ファイルやサウンドファイルについて

画像ファイルやサウンドファイルにはサイズの大きなものが多いため、削除するとハードディスクの空

き領域を増やす効果があります。

調べやすくするには

長い間使っていないファイルを削除するときは「日付順」、画像やサウンドファイルを削除するときは

「種類順」といったように、ファイルを並べ替えると目的のファイルが探しやすくなります。

「表示」メニューの「アイコンの整列」から、指定したい並び順をクリックします。「名前順」、「種類

順」、「サイズ順」、「日付順」に並べ替えることができます。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 A A A A A A A A A A A A

削除したいファイルにマウスポインタを合わせます。ここではクリックしません。
ファイルが反転表示されます。

4 「ファイル」メニューの「削除」をクリックします。
「ファイルの削除の確認」ウィンドウが表示されます。

5 「はい」をクリックします。
削除したファイルがごみ箱に移動します。

6 デスクトップの （ごみ箱）をクリックします。
「ごみ箱」ウィンドウが表示されます。

7 削除したファイルにマウスポインタを合わせます。ここではクリックしません。
ファイルが反転表示されます。

8 「ファイル」メニューの「削除」をクリックします。
「ファイルの削除の確認」ウィンドウが表示されます。

9 「はい」をクリックします。
ファイルがごみ箱から削除されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 

もっと空き領域を増やしたいときは

もっと空き領域を増やしたい場合は、ハードディスクを増設する方法もあります。ハードディスクの増

設については、『使いこなす本 ハード編』の「オプション機器を活用しよう！」をご覧ください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ハードディスクの領域を設定する

ここでは、ハードディスクの領域を設定する方法について説明しています。

ある程度パソコンについての知識を必要とする記述があります。特に問
題のない場合、ご購入時のままの領域でお使いになることをお勧めしま
す。

ハードディスクの領域を設定する ...................................................126

7
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ハードディスクの領域を設定する

○○○○○○○○○○○○○○領域とは
ハードディスクはご購入時にはCドライブとD
ドライブに区切られています。区切ったそれぞ
れのことを「領域」といいます。
ハードディスクのC ドライブにあたる部分を
「基本MS-DOS領域」といい、Windows98が
インストールされています。
Cドライブ以外の領域は、すべて「拡張MS-DOS
領域」といいます。ただし、実際に「拡張MS-
DOS領域」を使うには、この中に「論理MS-DOS
ドライブ」というものを作る必要があります。D
ドライブは、この「論理MS-DOSドライブ」に
あたります。

論理MS-DOSドライブ 
（Dドライブ） 

論理MS-DOS 
ドライブ 

（Eドライブ） 

論理MS-DOS 
ドライブ 

（Fドライブ） 

「拡張MS-DOS領域」の中には、複数の「論理
MS-DOSドライブ」を作成できます。 
この場合、Eドライブ、Fドライブ…というよう
に順番にドライブ名が追加されます。 

拡張MS-DOS領域 

基本MS-DOS領域 
（Cドライブ） 

Windows98を 
インストールする 
ための領域 

ご購入時には、「拡張MS-DOS領域」の中に「論
理MS-DOSドライブ」が一つだけ作られていま
す。このドライブを区切り直して複数の「論理
MS-DOSドライブ」を作成すると、Dドライブ、
Eドライブ・・・というように複数のドライブ
として利用できます。
ハードディスクは工夫して使えば、データの管
理なども自分好みに管理することができます。
ハードディスクを複数のドライブに設定するた
めには、領域の設定をする必要があります。
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領域の設定

○○○○○○○○○○○○○○領域を設定する際の注意事項
ハードディスクの領域を設定する前に読んでいただきたい注意事項をまとめています。
必ず読んでから設定を行ってください。

ハードディスク内のファイルは消えてしまいます ハードディスクの領域を設定すると、ハードディスク

のファイル（Dドライブのファイルも含みます）は、

すべて消えてしまいます。大切なファイルは必ずバッ

クアップしてください。

ハードディスクの容量をご確認ください 作業を始める前に、ハードディスクの全容量をご確認

のうえ、どのように領域を区切るかを考えてから、設

定することをお勧めします。

ハードディスクの容量について

『使いこなす本 ハード編』「仕様一覧」

Save To Disk領域について BIBLO BIBLOをお使いのお客様の領域には、「領域1（種類：

Non-DOS）」と表示されるSave To Disk領域が存在

します。通常、特に設定し直す必要はありません。

※設定し直したい場合は、MS-DOS領域を作成する

前に設定してください。その場合、Save To Disk領

域の容量はご購入時から変更されますので、ご注意く

ださい。

『使いこなす本 ハード編』

設定後はパソコンをふりだしにもどしてください ハードディスクの領域を設定したあとは、本パソコン

をご購入時の状態に戻すために、「パソコンをふりだ

しにもどす」（ P.31）作業が必要になります。

※領域設定の確認のみの場合には、必要ありません。

必ずFAT32に設定してください 「大容量ディスクのサポートを使用可能にしますか」

というメッセージで を押すと、領域が「FAT32」

に設定されます。「FAT32」に設定されていないと、

リカバリが実行できません。

ボリュームラベルをつけている場合 領域設定中、「ボリュームラベルを入力してください」

というメッセージが表示される場合があります。一覧

の「ボリュームラベル」欄にボリュームラベルが表示

されている場合は、その名前を入力してください。

ディスク容量の換算値について 本書のディスク容量は、1MB = 1 0 0 0 2 バイト、

1GB=10003バイト換算値です。1MB=10242バイト、

1GB=10243 バイト換算のものとは表記上同容量で

も、実容量は少なくなりますのでご注意ください。



128

ご購入時の状態から領域を変更する
ここでは、ハードディスクの領域をご購入時の状態に戻す手順を説明しています。ご購入
時の状態から領域を変更したい場合は、以下の注意事項をご覧になり、画面のメッセージ
に従って、ご自身で設定してください。

・必ず「FAT32」に設定してください

・「リカバリCD-ROM」を実行する領域（基本MS-DOS領域）は4.5GB以上に設定
してください
基本MS-DOS領域の容量が少ないと正常に復元されない場合があります。余裕を持っ
て設定してください。

・お使いになるときに、ドライブ名に注意してください
作成する領域の数によって、ドライブ名は変わります。作成する領域の数を変更する
と、A、C以外のドライブ名（CD-ROMをセットするドライブ名など）が変更されます
ので、ご注意ください。

○○○○○○○○○○○○○○領域を設定する

○ ○ ○ ○ ○領域設定の流れ
操作を行う前に領域設定の概要を把握し、流れを確認しておきましょう。

1. 現在の領域を確認する

　　　

2. 領域を削除する
1拡張MS-DOS領域内の論理MS-DOSドライブ（D以降のハードディスクドライ
ブ）の削除

2拡張MS-DOS領域の削除
3基本MS-DOS領域（Cドライブ）の削除

　　　

3. 領域を作成する
1基本MS-DOS領域（Cドライブ）の作成
※必ず作成してください。

2拡張MS-DOS領域の作成
3アクティブな領域を設定する
4拡張MS-DOS領域内の論理MS-DOSドライブ（D以降のハードディスクドライ
ブ）の作成

　　　

パソコンをふりだしにもどす P.31
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領域の設定

○ ○ ○ ○ ○ ○領域設定を開始する

1 パソコンの電源が入っている場合は、電源を切ります。

2 キーボードの （NE3/43Eをお使いの方は ）の位置を確認します。

3 パソコンの電源を入れ、Fujitsuのロゴ画面の下にメッセージが表示されている間
に、 （NE3/43Eをお使いの方は ）を押します。
起動メニュー（Boot Menu）が表示されます。

4 「リカバリCD-ROM1/2」をセットします。

5 を押してCD-ROMにカーソルを合わせ、 を押します。

6 「Windows98リカバリメニュー」で （領域の設定）を押します。
しばらくすると、「大容量ディスクのサポートを使用可能にしますか」というメッセージが
表示されます。

7 を押し、 を押します。
「FDISK オプション」が表示されます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○現在の領域を確認する

1 （領域情報を表示）を押し、 を押します。

2 それぞれの項目の値が正しく設定されていることを確認してください。

確認項目 
値 

状  態 
A

※この値は、入力した値と若干異なって設定される場合があります。 

種  類 
PRI DOS

Mバイト 
4500以上※ 

システム 
FAT32 またはUNKNOWN

3 を押します。
「FDISKオプション」画面に戻ります。



130

このあとは

・すべての値が正しく設定されていた場合
を押し、領域の設定を終了します。ふりだしにもどす場合は、「パソコンをふりだし

にもどす」（ P.31）へお進みください。

・Cドライブで正しく設定されていない項目が1つでもあった場合
（または領域を変更したい場合）
領域を設定し直します。

P.130「領域を削除する」

・手順 2で｢領域は定義されていません｣と表示された場合
領域が削除されていますので、作成するところから始めます。

P.131「領域を作成する」

○ ○ ○ ○ ○領域を削除する

拡張MS-DOS領域内の論理ドライブの削除

1 （領域または論理MS-DOSドライブを削除）を押し、 を押します。

2 （拡張MS-DOS領域内の論理MS-DOSドライブを削除）を押し、 を押
します。

3 を押し、 を押します。

4 を押します。

5 を押し、 を押します。

6 を押します。

7 を押します。

拡張MS-DOS領域の削除

8 （領域または論理MS-DOSドライブを削除）を押し、 を押します。

9 （拡張MS-DOS領域を削除）を押し、 を押します。

10 を押し、 を押します。

11 を押します。
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領域の設定

基本MS-DOS領域の削除

12 （領域または論理MS-DOSドライブを削除）を押し、 を押します。

13 （基本MS-DOS領域を削除）を押し、 を押します。

14 DESKPOWER を押し、 を押します。

BIBLO を押し、 を押します。

15 を押します。

16 を押し、 を押します。

17 を押します。

○ ○ ○ ○ ○領域を作成する

基本MS-DOS領域を作成する

1 （MS-DOS領域または論理MS-DOSドライブを作成）を押し、 を押し
ます。

2 （基本MS-DOS領域を作成）を押し、 を押します。

3 を押し、 を押します。

4 基本MS-DOS領域（Cドライブ）に設定したい値を入力し、 を押します。
ご購入時は、以下のように設定されています。（実際の値は若干異なります。）なお、入力し
た値は若干異なって設定される場合があります。

機種名（品名） ご購入時のCドライブの容量（MB）

C3/60L 27600

K3/50, K3/50c, C3/55L, C3/557,C3/50L,
C3/505c, M3/557 18500

ME3/507 13300

プリシェ 11400

NE3/500LR, NE3/500L, NE3/45LW, NE3/45LR,
NE3/45L, NE3/45, NE3/45LK, MF3/500X, MF3/45 10300

ME3/505, ME3/505P 8800

NE3/43E 7400

5 を押します。
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アクティブな領域を設定する

6 （アクティブな領域を設定）を押し、 を押します。

7 DESKPOWER を押し、 を押します。

BIBLO を押し、 を押します。

8 を押します。

拡張MS-DOS領域を作成する

9 （MS-DOS領域または論理MS-DOSドライブを作成）を押し、 を押し
ます。

10 （拡張MS-DOS領域を作成）を押し、 を押します。

11 そのまま を押します。

12 を押します。

拡張MS-DOS領域内の論理MS-DOSドライブを作成する

13 残りをすべてDドライブとする場合は、表示されている値（最大値）を確認し、
を押します。

14 「拡張MS-DOS領域の使用可能な領域はすべて論理ドライブに割り当てられていま
す．」と表示されたら、 を押します。

15 を押します。

16 を押します。

17 「リカバリCD-ROM 1/2」を取り出します。

このあとは
P.31「パソコンをふりだしにもどす」
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8
それでも解決できないときは

ここでは、どうしても解決策を見つけられなかったときに、ご利用いただ
きたいサポートサービスを紹介しています。

「FMV診断」を使ってみよう..........................................................134
修理サービスについて......................................................................135
電話相談窓口のご案内......................................................................137



134

本パソコンには、「FMV診断」という診断プログラムが用意されています。
本書やいろいろなQ&A集情報をご覧になっても問題が解決しない場合にお試しください。
本パソコンの問題点を診断し、お客様が具体的にどこに連絡すればよいかなどのアドバイ
スをします。診断所要時間は、お客様のハードディスクの使用量によって変わりますが、
5～30分程度です。
「FMV診断」の操作方法は次のとおりです｡

1 本パソコンの電源を入れ、デスクトップ画面が表示されたことを確認します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 
Windows98が起動しない場合
Windows98が起動しない場合は、「FMV診断」での診断はできません。もう一度本書などをご覧に

なり、解決策を探してください。それでも解決できない場合は、弊社パーソナルエコーセンターにお問

い合わせください。

 P.135「修理サービスについて」
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 起動中のアプリケーション（VirusScanやFM便利ツールなどのタスクバーに常
駐するタイプのアプリケーションも含む）をすべて終了します。スクリーンセー
バーを「なし」に設定します。
スクリーンセーバーの設定方法については、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解
決！Q&A」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 
VirusScanとFM便利ツールの終了方法
VirusScanを終了するには、タスクバーの （McAfee VirusScan スケジューラ）にマウスポイン

タを合わせて右クリックし、表示されたメニューの「終了」をクリックします。

ＦＭ便利ツールを終了するには、「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」、「FM便利ツール」

の順にマウスポインタを合わせ、「5.終わる」をクリックします。

アプリケーションの終了方法

ウィンドウの右上にある （閉じるボタン）をクリックしてください。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 「スタート」ボタンをクリックし、「FMV診断」をクリックします。
画面に表示されるメッセージに従ってください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドバイス 
フロッピーディスクドライブ、またはCD-ROMなどをセットするドライブを診断する場合
フロッピーディスクドライブを診断する場合は、フォーマット済みのフロッピーディスクが1枚必要

です。フロッピーディスクのフォーマット方法は、画面マニュアル『パソコン情報ランド』の「解決！

Q&A」をご覧ください。

CD-ROMなどをセットするドライブを診断する場合は、何らかのCD-ROMが1枚必要です。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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●保証書は、必ず必要事項を記入して内容をよくお読みください。その後、
　大切に保管してください。 
●保証期間内に、正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。 
●保証期間内でも、保証書がない場合や、天災あるいは無理な使用による
　故障の場合などには、有料での修理となります。ご注意ください。 
　詳しくは保証書をご覧ください。 
●修理を依頼される際は、必ず保証書をご用意ください。 
●本パソコンの保守部品の供給期間は、製造終了後6年間です。 

ハードウェア保証について 

Windows98が最初に起動した際に、保証期間をパソコン本体に記録します。 
Windows98が起動する場合、次の手順で本パソコンの保障期間を確認でき
ます。表示される保証開始日を保証書に必ずご記入ください。保証書に保証
開始日の記入がないと、保証期間内であっても有償修理となります。  
デスクトップの    （保証期間）をクリックします。 

保証期間について 

（この画面は、機種により若干異なります） 

　　　　



136

　

弊社では、次のような保守修理サービス、配送サービスを行っています。添
付の『パソコンFMシリーズサポート＆サービス 富士通パソポート ご案内』
をご覧になり、お客様のご希望、ご利用状況に合わせたサービスをお選びの
うえ、弊社パーソナルエコーセンター、またはご購入元におたずねください。 
 
●スポット訪問修理サービス 
お客様のご依頼により、保守員が修理にお伺いするサービスです。 

 
●スポット持込修理サービス 
お客様にて、ご購入元、または富士通パーソナルサービスセンターにお
持ち込みいただくことにより修理を受け付けし、修理完了後にお客様に
お引き取りいただくサービスです。 

 
●富士通パソコン修理便 
修理したいパソコンやワープロをご自宅から宅配便で引き取り、修理後
ご自宅へお届けするサービスです。 

修理に関する各サービスについて 

パソコンを修理に出したとき、パソコンの内容が
修理前とは異なり、ご購入時の状態や、ファイル
などが何も入っていない状態になってしまう場合
があります。大切なファイルやデータは修理に出
される前に必ずバックアップしておいてください。 
 
　また、添付の「リカバリCD‐ROM」を使って、
お客様ご自身で本パソコンをご購入時の状態に戻
すことができます。修理を依頼される前に、一度｢第
３章　パソコンをふりだしにもどす｣をご覧になり、
本パソコンをご購入時の状態に戻してみてください。
問題が解決する場合があります。 

修理を依頼される前に 
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それでも解決
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○お問い合わせをする前に
巻末のトラブルチェックシートをご記入のうえ、お問い合わせください。トラブルチェックシートは、
お客様からのお電話を受けるオペレーターが素早く対応するために必要な情報を記入していただく
シートです。下の説明を参考にして、できるだけ詳しくお書きください。トラブルチェックシートは
巻末にあります。
また、パソコンを操作していただく場合もありますので、なるべくパソコン本体の近くで電話をおか
けください。
なお、電話番号はお間違いのないようにお確かめのうえ、おかけくださるようお願いいたします。

お使いのパソコンの機種名は？ 

品　名：FMV-（　　　　　　　　　　　　　　） 
型　名：FMV（　　　　　　　　　　　　　　 ） 
モデル：・Office  2000 Personal・一太郎 ・OASYS 
　　　　・ワープロなし 
購入日： 
 

購入店： 

メモリは増設しましたか？ ・していない　  ・した（メーカー：　　容量：　 MB） 

お使いのプリンタは？ 種類 型番号 メーカー 

＊ 
＊ 

その他のオプション機器 品名 型番号 メーカー 

お使いのアプリケーションは？
（あとから自分でインストー
ルしたアプリケーションを記
入してください） 

アプリケーション名 バージョン／レベル メーカー 

保証書をご覧になりご記入ください。 

増設、接続している場合ご記入ください。 

ご自分でアプリケーションをインストールして
いる場合ご記入ください。 

トラブルの内容は？ 

何をしているときに起こりま
したか？ 

エラーメッセージは表示され
ましたか？ 
その内容は何ですか？ 

以前は問題なく動作していま
したか？ 

どのマニュアルをみて操作し
ていますか？ 

・以前は動作した　　　　　・前から動作しない 
・今回初めて試した 

・マニュアル名： 
・マニュアル番号： 

できるだけ詳しく正確にご記入ください。 

●トラブル状況 

＊品名、型名については、保証書をご覧ください。 
原因と思われるものの提供会社をよくご確認のうえ、まずその提供元にお問い合わせください。 

記入方法は「お問い合わせをする前に」（　　 P.137）をご覧ください。 

トラブルチェックシート 
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お使いになっているソフトウェアに関す
るお問い合わせについては、本書巻末の「お
問い合わせ先一覧」をご覧ください。 

ソフトウェアに関するお問い合わせ 

弊社では、FMシリーズの操作に困ったときなどのご質問・ご相談を、「FMイ
ンフォメーションサービス」にて受け付けております。 

FMインフォメーションサービス 

9：00～17：00（月末最終日を除く） 
詳しくは、添付の『パソコンFMシリーズ　サポート＆サービス　
富士通パソポート　ご案内』をご覧ください。 

FMインフォメーションサービス電話番号 

フリーダイヤル　　0120-89-4321

パソコンFMVシリーズをより有効に、より快適にご活用いただくためのパー
ソナルユーザー向けサービスです。 
入会については、添付の『富士通パソコン・メンバーズサービス』のカタロ
グをご覧ください。 

富士通パソコン・メンバーズサービス（会員制有料サービス） 
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索　引 

○ ○B

BIBLO .................................................... 27
－パソコンが熱い ............................ 28

○ ○C

CD-ROM
－青い画面になった......................... 26

CD-ROMドライブ名の確認 ............. 113

○ ○F

FMV サービスチャンネル
－消えた ............................................ 24

FMかんたんバックアップ ................... 93
FMかんたんバックアップ
／インターネット設定 .......................... 96
FMかんたんバックアップ／データ.... 94

○ ○V

VirusScan ......................................... 105

○ ○W

Windows98が起動しない ................. 12
「Windows98へようこそ」画面
－表示................................................ 29

○ ○ア

青い画面 ........................................ 14, 26
アプリケーション
－インストール ............................. 110
－買ってきたアプリケーションのインストール ....116
－強制終了 ........................................ 13
－削除 ............................................. 118
－本パソコンに添付のアプリケーションのインストール ... 114

「アプリケーションの追加と削除｣機能 ...120
アンインストール機能 ....................... 120

○ ○ ○ウ

ウイルス
－発見したら ................................. 107
－被害届け出先 ............................. 107

ウイルススキャン ............................... 105

○ ○ ○エ

エラーメッセージが出てパソコンが起動しない ... 12

○ ○ ○オ

応答なし ................................................. 13
オプション機器...................................... 12

○ ○ ○カ

画面 ......................................................... 17
－「FMV サービスチャンネル」が消えた ...24
－「Windows98へようこそ」画面を消す... 29
－動かない ........................................ 13
－おかしい ........................................ 20
－再表示 ............................................ 17
－止まった ........................................ 13
－何も表示されない......................... 18
－マウスポインタが動かない ......... 15
－真っ暗になった ............................ 17
－乱れる ............................................ 20

○ ○ ○キ

キーボード
－Windows98の終了................... 15
－キーボードもマウスも使えない ...13
－反応しない .................................... 13

起動
－しない ............................................ 12

強制終了 ................................................. 13
共有ファイル....................................... 118

○ ○ ○ク

クリック
－できない ........................................ 15

○ ○ ○コ

ご購入時の状態に戻す .......................... 31
ごみ箱を空にする ............................... 122
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コンピュータウイルス
－発見したら ................................. 107
－被害届け出先 ............................. 107
－予防............................................. 105

コンピュータウイルス対策 ............... 104

○ ○ ○サ

再起動 ..................................................... 14
削除
－アンインストール機能.............. 120

サポート情報....................................... 133

○ ○ ○シ

修理 ...................................................... 136
修理サービス....................................... 135
状態表示LCD
－ が常に点滅 .............................. 28
－ が点滅 ....................................... 27
－バッテリ残量表示の点滅が止まらない ... 28

省電力機能の解除 .................................. 17

○ ○ ○ス

スキャンディスク .................................. 14
「スタート」ボタン
－クリックできない......................... 15

○ ○ ○ソ

操作中に動かなくなった ...................... 13

○ ○ ○ツ

追加
－「アプリケーションの追加と削除｣機能... 120

○ ○ ○テ

ディスプレイ
－おかしい ........................................ 20
－何も表示されない......................... 18
－真っ暗になった ............................ 17
－乱れる ............................................ 20
－モデル名 ........................................ 22

デスクトップ
－「FMV サービスチャンネル」が消えた.... 24
－「Windows98へようこそ」画面を消す... 29

電源 ......................................................... 10
－入れても何も表示されない ......... 18
－入らない ........................................ 10

○ ○ ○ナ

何も表示されない .................................. 18

○ ○ ○ハ

「バージョンの競合」ウィンドウ...... 116
ハードウェア保証 ............................... 135
ハードディスク
－空き領域の確認 ......................... 111
－空き領域を増やす...................... 122
－領域を設定する ......................... 125

パソコン
－熱い................................................ 28
－動かなくなった ............................ 13
－起動しない .................................... 12

バックアップ.......................................... 92
バッテリ
－残量表示の点滅が止まらない ..... 28
－充電されない ................................ 27

○ ○ ○フ

ファイル
－並び順の変更 ............................. 124

復元する ................................................. 98
フラットポイント
－きかない ........................................ 15
－使えない ........................................ 15
－反応しない ........................... 13, 15
－フラットポイントもキーボードもきかない ...13

プログラム開始エラー！ ................... 119

○ ○ ○ホ

ポインタ
－動かない ........................................ 15

保証期間 .............................................. 135

○ ○ ○マ

マウス
－使えない ........................................ 15
－反応しない ........................... 13, 15
－マウスもキーボードもきかない ...13

マウスポインタ
－動かない ........................................ 15

真っ暗になった...................................... 17
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○ ○ラ

ライブラリのアップデート ............... 117

○ ○リ

リフレッシュレート .............................. 20

○ ○ワ

ワンタッチボタン .................................. 29





＊品名、型名については、保証書をご覧ください。
原因と思われるものの提供会社をよくご確認のうえ、まずその提供元にお問い合わせください。

お使いのパソコンの機種名は？ 

品　名：FMV-（　　　　　　　　　　　　　　） 
型　名：FMV（　　　　　　　　　　　　　　 ） 
モデル：・Office 2000 Personal ・一太郎 ・OASYS 
　　　　・ワープロなし 
購入日： 
 

購入店： 

メモリは増設しましたか？ ・していない　  ・した（メーカー：　　容量：　 MB） 

お使いのプリンタは？ 種類 型番号 メーカー 

＊ 
＊ 

その他のオプション機器 品名 型番号 メーカー 

お使いのアプリケーションは？
（あとから自分でインストー
ルしたアプリケーションを記
入してください） 

アプリケーション名 バージョン／レベル メーカー 

トラブルの内容は？ 

何をしているときに起こりま
したか？ 

エラーメッセージは表示され
ましたか？ 
その内容は何ですか？ 

以前は問題なく動作していま
したか？ 

どのマニュアルをみて操作し
ていますか？ 

・以前は動作した　　　　　・前から動作しない 
・今回初めて試した 

・マニュアル名： 
・マニュアル番号： 

○○○○○○○○○○○○○○トラブルチェックシート

●トラブル状況

記入方法は「お問い合わせをする前に」（ P.137）をご覧ください。
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お問い合わせ先一覧

本パソコンに添付されているアプリケーションの内容については、次の連絡先にお問い合わせください。
電話番号、FAX番号などはお間違いのないよう、お確かめのうえおかけくださるようお願いいたします。
なお、お使いの機種やモデルにより、添付されているアプリケーションは異なります。

（2000年1月現在）

●一太郎10・花子10パック
一太郎Lite2 with ATOK13

・一太郎、花子、花子フォトレタッチ、デジビュー、
ATOK、三四郎、他
株式会社ジャストシステム
ジャストシステムサポートセンター
10:00～12:00、13:00～19:00
（土日、祝祭日、ジャストシステム特別休日を除く）
電話：03-5412-8205（東京）06-6886-8205（大阪）

・JustNet一発接続（JustNetへの接続、JustNetの利用に
ついてのお問い合わせ）
株式会社ジャストシステム JustNetサポートセンター
10:00～19:00（月～金）
10:00～17:00（土日、祝祭日）
電話：03-5977-7300（東京）06-6535-2155（大阪）

・JustNetのサービスについてのお問い合わせ
株式会社ジャストシステム JustNetインフォメー
ションデスク
10:00～19:00（月～金）
10:00～17:00（土日、祝祭日）
電話：03-5412-2606      FAX：03-5412-2616

●Microsoft® Office 2000 Personal
マイクロソフト株式会社
スタンダードサポート（無償サポート）
9:30～12:00、13:00～19:00
（年末年始、土・日・祝祭日、マイクロソフト休業日
を除く）
電話：03-5354-4500（東京）06-6245-8490（大阪）

●Lotus 1-2-3 2000
ロータス株式会社 ロータスカスタマーサポート
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-5496-0892

●ロータス ノーツ
ロータス株式会社 ロータスカスタマーサポート
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-5496-8955

●はじめよう！インターネット（@nifty）
（無料体験付）
　インターポット
・入会／@niftyサービス全般／@niftyテクニカルサポート
ニフティ株式会社 @niftyサービスセンター
9:00～21:00（当社指定の休日を除く）
電話：0120-816-042
（携帯・PHS・海外の場合：03-5444-2902）
・パスワード再発行／各種手続き／解約
ニフティ株式会社 @niftyカスタマーセンター
9:00～21:00（当社指定の休日を除く）
電話：0120-842-210
（携帯・PHS・海外の場合：03-5471-5806）

●AOL5.0 for Windows
AOLジャパン株式会社 AOLメンバーサポートセンター
9:00～21:00 土日祝祭日もOK
電話：03-5331-7400

●DIONかんたんインターネット2.0
第二電電株式会社 DDIカスタマーサービスセンター
9:00～21:00 土日祝祭日もOK
電話：0077-23-332332（無料）、03-5351-9333
E-mail：support@dion.ne.jp

●ODNオンライン登録ソフトウェア
日本テレコム株式会社 ODNサポートセンター
平日9:00～21:00、土曜9:00～18:00
電話：0088-86（無料）      FAX：0088-22-8850
E-mail：odn-support@odn.ad.jp

●Hatch inside
ディアンドアイシステムズ株式会社 ハッチ事業本部
サポートグループ
10:00～13:00、14:00～19:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3348-1660      FAX：03-3348-1681

●10円メールマスター Ver.2
マスターネット株式会社 会員サポートダイヤル
10:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：0120-526-900、03-5381-4500
FAX：03-5381-4511
E-mail：support@mnx.ne.jp

●辞書＆検索ソフトシリーズ  スーパー統合辞書99
広辞苑・新英和和英中辞典・漢字源・
現代用語の基礎知識99

辞書の操作についてのお問い合わせ
富士通株式会社 FMインフォメーションサービス
電話：0120-89-4321

辞書データの内容については、下記の出版社へお問い
合わせください。
・広辞苑第五版
株式会社岩波書店
13:00～17:00（土日、祝祭日除く）
電話：03-5210-4082

・新英和和英中辞典
株式会社研究社
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3288-7711

・漢字源
株式会社学習研究社
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3493-3286

・現代用語の基礎知識1999年版
株式会社自由国民社
9:30～12:30、13:30～17:30（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3543-5545

●ゼンリン電子地図帳Ｚ[zi:]Ⅱ for FUJITSU
株式会社ゼンリン ユーザーサポートセンター
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-5259-5064　  FAX：03-5259-5073
E-mail：webmaster@zenrin.co.jp

●乗換案内 時刻表対応版
ジョルダン株式会社 業務部
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-5389-1712      FAX：03-3361-1576
E-mail：norikae@jorudan.co.jp

●筆ぐるめ Ver7.0
富士ソフトABC株式会社 インフォメーションセンター
9:30～12:00、13:00～17:00
（土日、祝祭日、及び富士ソフトABC休業日を除く）
電話：03-5600-2551      FAX：03-3634-1322
E-mail：users@fsi.co.jp



有償サポートについて
ソフトウェアのお問い合わせ先の中には、サポートを有
償としている場合がありますので、ご了承ください。

本ソフトウェア製品の中には第三者のソフトウェア製品
が含まれています。お客様の本ソフトウェア製品の使用
開始については、お客様が弊社の「ご使用条件」に同意
された時点とし、第三者のソフトウェア製品についても
同時に使用開始とさせていただきます。
なお、第三者のソフトウェアについては、製品の中に特
に記載された契約条件がある場合には、その契約条件に
従い取り扱われるものとします。

●GAMEPACK2001
ダットジャパン株式会社 ユーザサポートセンター
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：011-716-5310      FAX：011-716-5350
E-mail：support@datt.co.jp

●お父さんのための囲碁 FMV
お父さんのための釣り－渓流編－ FMV

株式会社アンバランス ユーザーサポート
13:00～18:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-5283-3625      FAX：03-5283-3665
E-mail：support@unbalance.co.jp

●World Tour Golf 2000 -ロンドン-
株式会社トワイライトエクスプレス サポート部
13:00～16:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-5979-7496      FAX：03-5979-7497
E-mail：twilight@twilight.co.jp

●柿木将棋Ⅲ Light
株式会社アスキー ゲームユーザーサポート
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-5433-7152、03-5351-8499

●SANRIO TINY PARK VOL.4
サンリオアクセサリー

株式会社サンリオ ユーザーサポート係り
10:00～13:00、14:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3779-8097      FAX：03-3779-8183
E-mail：cd-rom@sanrio.co.jp

●Jet-Audio Player
株式会社ノバック ユーザサポートデスク
10:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3817-0938      FAX：03-3817-0823
E-mail：users@novac.co.jp

●FDiサービス、Photoware/FDi注文ソフト
富士フイルムFDiサービスサポートセンター
10:00～17:00（一部祝祭日を除く）
電話：03-5642-8451
FAX：03-5641-3512（24時間受付）

●デジプリサービス、デジプリ一丁
株式会社デジタルプリント
11:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：0120-86-1633
FAX：03-5294-2244（24時間受付）
E-mail：info@digipri.co.jp

●てきぱき家計簿マム2Plus
テクニカルソフト株式会社 サポートセンター
10:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3564-6370（東京）  06-6633-1162（大阪）

086-245-4770（岡山）
FAX：086-244-6010
E-mail：support@softnet.co.jp

●VirusScan for Windows95/98
ネットワークアソシエイツ株式会社
テクニカルサポートセンター
9:00～12:00、13:00～17:00（土日、祝祭日を除く）
電話：03-3379-7770

●MotionDV STUDIO
松下電器産業株式会社 AVC社お客様ご相談センター
9:00～20:00（年中無休）
電話：0120-878-365

●VirtualCD2
住友金属システム開発サポートセンター
10:00～12:00、13:00～16:30（土・日・祝祭日及び年
末年始を除く）
電話：03-5476-9802      FAX：03-5476-9886
E-mail：vd-info@ssd.co.jp

●RealPlayer™
タッチおじさんメール
Adobe® Acrobat® Reader 4.0
体験版CD-ROM

各ソフトウェア提供会社様より無償で提供されている
製品のため、ユーザーサポートはございません。ご了
承ください。

●その他のアプリケーションや、FMシリーズ
の技術的なご質問・ご相談
（添付の「パソコンFMシリーズ サポート＆サービス
富士通パソポートご案内」をご覧ください）

FMインフォメーションサービス
電話：0120-89-4321
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